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身も心も爽やかに
北海道日本ハムファイターズのマスコット
キャラクター「B ☆ B」と歩けあるけ運動
の参加者が記念撮影（裏表紙に続く）
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昭
和
62
年
、
当
時
の
厚
生
省
は
近
い

将
来
訪
れ
る
高
齢
社
会
に
対
応
す
べ

く
、
社
会
福
祉
士
法
お
よ
び
介
護
福
祉

士
法
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

昭
和
63
年
４
月
の
法
律
施
行
に
伴

い
、
国
家
資
格
を
取
得
で
き
る
専
門
学

校
の
開
校
に
向
け
、
全
国
で
多
く
の
福

祉
系
専
門
学
校
並
び
に
短
大
が
、
厚
生

省
に
認
可
申
請
を
し
ま
し
た
。

　

当
時
、
本
町
も
企
業
誘
致
や
学
園
誘

致
な
ど
を
展
開
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
札

幌
市
の
Ｉ
Ｔ
企
業
が
い
ち
早
く
開
校
の

話
を
持
ち
か
け
て
き
ま
し
た
。

　

結
果
的
に
町
立
校
と
し
て
の
開
校
と

な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
向
け
て
の
専

任
教
員
の
確
保
や
学
生
募
集
、
条
例
な

ど
の
整
備
、
地
元
を
は
じ
め
札
幌
市
、

旭
川
市
、
帯
広
市
の
３
市
に
出
向
し
て

の
入
学
試
験
、
仮
校
舎
の
準
備
な
ど
、

時
間
の
な
い
中
で
一
生
懸
命
取
り
組
ん

だ
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
多
く
の

関
係
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
開
校
で

き
た
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
創
立
30
年

　

昭
和
63
年
の
創
立
以
来
、
29
年
連
続

１
０
０
％
の
就
職
率
を
誇
る
町
立
北
海

道
介
護
福
祉
学
校
。
栗
山
中
学
校
の
東

に
位
置
し
、
２
年
間
で
介
護
に
必
要
な

知
識
や
技
術
を
学
び
、
国
家
資
格
「
介

護
福
祉
士
」
の
習
得
を
目
指
す
介
護
福

祉
士
養
成
校
で
す
。
昭
和
63
年
、
国
内

で
初
め
て
認
可
さ
れ
た
養
成
校
の
ひ
と

つ
と
し
て
開
校
し
、
今
年
で
30
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　

今
、
日
本
で
は
超
高
齢
社
会
に
よ
り

介
護
を
必
要
と
す
る
方
が
増
え
続
け
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
介
護
の
職
を
目
指

そ
う
と
す
る
人
材
が
不
足
し
、
深
刻
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
状
況
下
で
も
、
介
護
福
祉
学
校
は

こ
れ
ま
で
２
１
０
０
人
を
超
え
る
介
護

福
祉
士
を
輩
出
し
、
町
内
は
も
と
よ
り

近
隣
自
治
体
、
道
内
の
介
護
福
祉
士
の

人
材
不
足
を
補
う
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
き
ま
し
た
。

　

福
祉
の
ま
ち
の
象
徴
で
も
あ
る
介
護

福
祉
学
校
。
設
立
か
ら
今
日
ま
で
、
同

校
に
関
わ
り
の
あ
っ
た
方
々
は
、
今
ど

の
よ
う
な
思
い
を
寄
せ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

今
月
号
で
は
、
５
人
の
方
か
ら
話
を

聞
き
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
な
ど
を
探
っ

て
い
き
ま
す
。

北海道介護福祉学校
☎ 72-6060

【問い合わせ】

特集　地域とともに歩んで

北海道介護福祉学校

Profile
北海道介護福祉学校初代事務局長
高田　政一さん（80 歳）
昭和 62 年 11 月より学園対策室室長として、学校の
創立に大きく貢献。創立後は介護福祉学校事務局長
として計 5 年間勤務。

Profile
北海道介護福祉学校非常勤講師
矢野　美恵さん（81 歳）
岩見沢市在住。レクリエーションの科目を担当。授
業以外の相談事にも熱心に対応するなど、学生から
の信頼が厚い。

　

平
成
元
年
か
ら
非
常
勤
講
師
を
し
て

い
ま
す
。
１
期
生
か
ら
学
生
た
ち
を
見

て
き
ま
し
た
が
高
卒
者
か
ら
社
会
人
経

験
者
ま
で
幅
広
く
、
授
業
へ
の
真
剣
度

は
と
て
も
高
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
授

業
だ
け
で
な
く
多
く
の
学
生
の
悩
み
を

聞
き
指
導
し
て
き
ま
し
た
。
人
の
「
幸

せ
」
に
つ
い
て
、
町
の
行
事
に
参
加
す

る
こ
と
の
意
義
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
な

ど
、
学
生
の
成
長
の
全
面
的
な
フ
ォ

ロ
ー
を
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。
学
生

た
ち
は
２
年
次
の
実
習
を
終
え
る
こ

ろ
、
驚
く
ほ
ど
成
長
し
た
姿
を
見
せ
て

く
れ
ま
す
。と
て
も
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　

卒
業
後
は
個
人
の
特
性
を
生
か
し
一

日
一
日
を
大
切
に
「
創
意
工
夫
」
の
人

生
を
歩
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
学
校
で
学
ん
だ
知
識
・
技
術
を
生

か
し
、
人
に
明
る
さ
を
分
け
与
え
ら
れ

る
介
護
福
祉
士
と
し
て
活
躍
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
で
も
卒
業
生
が
私
を
見
か
け
た
ら

必
ず
声
を
掛
け
て
く
れ
ま
す
。
学
生
た

ち
の
成
長
と
卒
業
生
た
ち
の
就
職
率
が

ず
っ
と
１
０
０
％
で
あ
る
こ
と
が
私
の

誇
り
で
す
。

多
く
の
関
係
者
の
協
力
で
開
校

就
職
率
１
０
０
％
を
誇
る
卒
業
生

の
存
在
が
今
で
も
ず
っ
と
誇
り

地域とともに歩んで

北海道介護福祉学校
特
集

北
海
道
介
護
福
祉
学
校
の
沿
革

昭
和
63
年
３
月

　
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
指
定
（
厚
生

　

大
臣
）

昭
和
63
年
４
月

　

仮
校
舎
の
青
少
年
会
館
で
開
校
式

　

中
央
公
民
館
で
第
１
回
入
学
式

平
成
元
年
１
月　

　

新
校
舎
を
新
築

　

専
修
学
校
認
可
（
文
部
大
臣
）

平
成
３
年
３
月

　

女
子
学
生
寮
が
完
成

平
成
５
年
３
月

社
会
福
祉
主
事
養
成
施
設
に
指
定

平
成
８
年
12
月

　

講
堂
完
成

平
成
９
年
９
月

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
和
国
「
カ
ヤ
ー
ニ

看
護
介
護
短
期
大
学
」
と
の
交
換
留

学
事
業
開
始

平
成
10
年
４
月

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
課
程
の
認
定
校
と
な
る

平
成
20
年
９
月

創
立
20
周
年
記
念
式
典
を
実
施

平
成
27
年
３
月

卒
業
生
が
２
０
０
０
人
を
突
破

平
成
30
年
１
月

国
家
試
験
を
養
成
校
と
し
て
初
受
験



　介護職への正しい理解と、今後必要な介護人
材育成のためにも、教育は「未来への投資」で
あると考え、高校だけでなく、5 年 10 年先を
見据えて、地域の施設と協力しながら、小中学
校への福祉教育の推進を図ることが必要だと考
えています。
　また、30 周年を機に卒業生がさらに連携、
組織化し、人材発掘や介護職の正しい理解を促
す活動も必要になってくるのかもしれません。
　元高校教諭として、教員時代の人脈を最大限
に生かし、入学生の確保に向けて、地域の皆さ
ん、自治体、施設、学校などと連携しながら、
共に安心して生活できる福祉社会を創造するた
めに取り組んでいきたいです。

さまざまな体験機会
の充実を

　在学中、1 年生の途中でクラスから退学者が
出た際、当時の担任の先生が言った「どうして
誰も声を掛けてあげなかったの！」の言葉が卒
業して27年たった今でも記憶に残っています。
　少子高齢化による介護福祉士の人材は確実に
減ってきていますが、高齢者の人口は増えてい
ます。年齢に関係なく「困っている人」に何か
手助けできないかと考えている方へ、一歩踏み
込んで介護に入門できるような仕組みづくりが
あっても良いのではないでしょうか。福祉のマ
チだからこそ、初任者研修や生活援助従事者研
修の受講機会を設けたり、実習施設以外にもさ
まざまな施設を体験できる機会や働きかけなど
があったりすれば、学校としても施設としても
有益になると思いますね。

伝統を受け継ぎ
さらなる連携を

　実習生の印象は、介護に向き合う姿勢として、
真面目で熱心な方が非常に多いですね。
　先日も、校長先生がわざわざ新しいパンフ
レットを届けてくださいました。大変な努力を
されながら、学生の確保に努められていると思
います。
　学校には現場に強い先生方が多数在籍されて
おり、地域との積極的な交流によって町ぐるみ
で人材を育てていくスタイルは、他の養成校に
はない大きな優位点であると感じています。
　地域の行事に積極的に参加するなど、素晴ら
しい伝統をこれからも受け継ぎながら、現場と
しても介護の魅力が感じられるようさらなる連
携を図り、取り組んでいくことができればと
思っています。

教員時代の人脈を
生かして

町
ぐ
る
み
で
「
介
護
の
魅
力
」
を
考
え
る

　

今
回
、
５
人
の
関
係
者
に
学
校
へ
の

想
い
を
取
材
し
ま
し
た
。
共
通
し
て
い

た
こ
と
は
、
充
実
し
た
教
育
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
開
校
当
時
か
ら
変
わ
っ
て
い
な

い
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
優
秀
な
学
生
が
非
常
に
多
い

と
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。
現
場
に
強
く

学
生
想
い
の
熱
心
な
先
生
方
を
は
じ

め
、
ア
パ
ー
ト
暮
ら
し
や
、
ア
ル
バ
イ

ト
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
暖
か
く
見

守
っ
て
く
れ
る
な
ど
総
合
的
な
サ
ポ
ー

ト
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

　

少
子
化
な
ど
に
よ
る
、
こ
こ
数
年
の

急
激
な
学
生
数
減
は
学
校
に
と
っ
て
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
の

ま
ち
を
掲
げ
る
う
え
で
、
私
た
ち
は
学

校
や
介
護
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
子
ど
も
た
ち
に
も
体
験
を
通
し
て

「
介
護
に
対
す
る
正
し
い
理
解
」
を
促

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

介
護
福
祉
学
校
が
持
つ
「
本
当
の
魅

力
」
を
伝
え
て
い
く
に
は
、
ま
ず
町
民

皆
さ
ん
が
介
護
の
魅
力
を
考
え
て
み
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

皆
さ
ん
も
全
国
唯
一
の
町
立
「
介
護

福
祉
学
校
」
に
興
味
を
持
ち
、
こ
れ
か

ら
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
一
日
体
験
入
学
の
ご
案
内

　

在
校
生
に
よ
る
介
護
実
演
や
卒
業
生

の
講
話
、
模
擬
授
業
「
介
護
に
お
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
を
行
い

ま
す
。昼
食
も
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　
６
月
23
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

【
場
所
・
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

北
海
道
介
護
福
祉
学
校

　

☎
�
6
0
6
0
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特別養護老人ホーム 神愛園清田（札幌市）
施設長　深田　伸二さん（46 歳）
北海道介護福祉学校 3 期生。子どもの頃から高齢者のお
世話をする仕事に就きたかったという。

Profile

介護老人福祉施設 静苑ホーム（江別市）
施設長　市川　茂春さん（45 歳）
開校当初から多くの実習生を受け入れ、介護福祉学校と
の関係性が強い。

Profile

北海道介護福祉学校長
塩﨑　学さん（61 歳）
前栗山高等学校校長。退職後の平成 29（2017）年度
から北海道介護福祉学校の校長に就任。

Profile

地域とともに歩んで

北海道介護福祉学校
特
集

進路先
進路の内訳

就職先箇所数 人数
栗山町 15 108
札幌市 106 289

空知管内（栗山町を除く） 132 665
石狩管内（札幌市を除く） 55 202

日高管内 37 139
胆振管内 51 140
上川管内 31 76

道外 28 36

卒業生の進路（一部抜粋）



▼
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

財
政
健
全
化
の
観
点
か
ら
、
平
成
12

年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
特
別
職
の

給
料
等
の
独
自
削
減
の
期
間
を
、
平

成
31
年
３
月
31
日
ま
で
延
長
す
る
も

の
で
す
。

▼
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

平
成
30
年
５
月
18
日
か
ら
の
任
期

で
、
三
浦　

匠
氏
（
松
風
４
）
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

▼
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ
い
て

三
浦　

匠
氏
（
松
風
４
）
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

議会の動き

　平成 30 年第 2 回栗山町議会臨時
会で次の議案が審議され、全て可決・
同意されました。
　　　　　　 　　（5 月 17 日開会）

▼
平
成
29
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
９
号
）
の
専
決
処
分
に
つ

い
て

　

歳
入
歳
出
予
算
に
５
８
８
０
万
２
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
82
億
９
５
９

１
万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な

内
容
は
、
歳
入
で
は
町
税
や
地
方
交

付
税
な
ど
の
確
定
見
込
み
等
に
よ
る

補
正
、
歳
出
で
は
財
政
調
整
基
金
積

立
金
の
追
加
等
に
係
る
補
正
の
専
決

処
分
で
す
。

▼
栗
山
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
専
決
処
分
に
つ
い
て

▼
栗
山
町
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
に
つ
い

て以
上
２
件
の
条
例
は
、
地
方
税
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
関

係
部
分
の
条
例
改
正
に
伴
う
専
決
処

分
で
す
。

報　
告

議    

案

新副町長に三浦　匠氏

　新たな副町長に、三浦　匠氏が選任され、平成
30 年 5 月 18 日から就任しました。三浦氏は、昭
和 63 年 4 月に栗山町役場に奉職。経営企画課主
幹、若者定住推進室長、また、横断的な政策課題
および政策上の重要案件を担当する総括職などを
歴任。現在 52 歳。

就任あいさつ
　地方自治を取り巻く環境はますます厳しさを増
し、全国的にも人口減少社会となった今日、本町
も人口減少・少子高齢化が急速に進行し、それら
に起因したさまざまな課題が山積する、これまで
にない厳しい局面を迎えております。
　このような厳しい状況の中、こうしてこの場に
立ち、あらためまして副町長の職責の重さを痛感
しております。佐々木町長の補佐役としてしっか
りとお支えをし、町長が進める「栗山新時代を切
り拓き、誰もが笑顔で安心して暮らすまち」の実
現に向けて、町民の皆さんのご意見をお聞きしな
がら、私自身、身を粉にして全力で努めてまいり
ます。

宣　
　
誓

　

私
は
、
先
人
が
守
り
育
て
て
き

た
歴
史
、
文
化
、
伝
統
を
引
き
継

ぎ
、
主
権
者
で
あ
る
町
民
の
参
加

に
よ
る
自
律
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
と
い
う
本
条
例
の
基
本

理
念
に
基
づ
き
、「
ふ
る
さ
と
は

栗
山
で
す
。」
と
町
民
誰
も
が
誇

り
を
持
ち
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続

け
た
い
と
思
う
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
を
実
現
す
る
た
め
、
公
平
、
公

正
か
つ
誠
実
に
職
務
を
執
行
す
る

こ
と
を
誓
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
５
月
17
日

　
　
　

栗
山
町
長　

佐
々
木　

学

町
長
就
任
時
宣
誓

1
「
町
民
誰
も
が
仕
事
に
頑
張
る
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
」
の
実
現

基
幹
産
業
の
農
業
を
は
じ
め
と
し
た

各
産
業
の
活
性
化
、
新
町
や
錦
地
区

な
ど
中
心
市
街
地
の
整
備
、
地
域
資

源
を
活
か
し
た
観
光
の
振
興
、
魅
力

あ
る
商
店
街
づ
く
り
の
推
進
な
ど
、

活
力
み
な
ぎ
る
産
業
基
盤
を
構
築
し

て
ま
い
り
ま
す
。

2
「
長
寿
社
会
を
健
康
で
豊
か
に
生
き

る
ま
ち
」
の
実
現

町
民
一
人
ひ
と
り
が
健
幸
で
生
き
が

い
の
持
て
る
地
域
社
会
の
構
築
、
医

療
水
準
の
確
保
や
将
来
的
な
医
療
環

境
整
備
の
検
討
な
ど
、町
民
の
安
全
・

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

3
「
子
ど
も
た
ち
の
夢
・
希
望
が
広
が

る
ま
ち
」
の
実
現

地
域
資
源
を
活
か
し
た
ふ
る
さ
と
体

験
教
育
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
、

子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減
や
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
の
推
進
な
ど
、
子
育
て
世
代

を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

4
「
栗
山
が
放
つ
魅
力
で
ひ
き
つ
け
る

ま
ち
」
の
実
現

本
町
が
誇
る
豊
か
な
自
然
環
境
や
歴

史
的
建
造
物
な
ど
の
保
全
・
継
承
・

活
用
の
推
進
、
若
者
・
子
育
て
世
代

が
移
住
・
定
住
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
な
ど
、
自
然
と
伝
統
文
化
を
体
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

5「
や
さ
し
さ
の
絆
で
支
え
合
う
ま
ち
」

の
実
現

栗
山
町
自
治
基
本
条
例
の
基
本
理
念

に
基
づ
く
情
報
共
有
と
町
民
参
加
の

さ
ら
な
る
充
実
、
将
来
を
見
据
え
た

町
内
会
・
自
治
会
区
域
の
再
編
支

援
、
地
域
と
連
携
し
た
防
災
対
策
の

強
化
な
ど
、
町
民
総
参
加
で
未
来
を

築
く
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

私
に
託
さ
れ
た
、
こ
れ
か
ら
の
４
年

間
、
家
族
で
あ
る
町
民
皆
さ
ん
に
何
か

あ
れ
ば
真
っ
先
に
駆
け
つ
け
、
頑
張
っ

て
い
る
方
が
い
れ
ば
激
励
に
向
か
い
、

何
か
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
時
に
は

い
っ
し
ょ
に
汗
を
流
す
、
そ
の
よ
う
な

町
長
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
は
栗
山
で
す
。
～
誰
も

が
笑
顔
で
、安
心
し
て
暮
ら
す
ま
ち
～
」

実
現
の
た
め
、
私
の
持
て
る
全
て
を
傾

け
、
全
力
で
町
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
町
民
並
び
に
議
員
皆
さ

ん
の
特
段
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

佐
々
木　

学
町
長
は
、
所
信
表

明
の
後
、
栗
山
町
自
治
基
本
条
例

第
14
条
の
規
定
に
基
づ
く
、
町
長

就
任
時
の
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

7 広報くりやま　2018. 6 62018. 6　広報くりやま   

佐々木 学町長　所信表明
5 つの旗印を掲げて町政推進

　平成 30 年第 2 回栗山町議会臨時会で、佐々木 学町長が栗山町
長就任にあたり今後の町政運営に対する所信を表明しました。
　「ふるさとは栗山です。～誰もが笑顔で、安心して暮らすまち～」
の実現を見据えた 5 つの旗印を掲げ、町民皆さんの笑顔が輝き
続けるまちづくりへの決意を力強く表明しました。



9 広報くりやま　2018. 6 82018. 6　広報くりやま   

　

町
で
は
、
平
成
14
年
12
月
に
「
第
１

次
栗
山
町
障
が
い
者
福
祉
計
画
」
を
策

定
し
て
以
来
、
こ
れ
ま
で
４
期
に
わ
た

る
計
画
を
策
定
し
、
障
が
い
の
あ
る
方

が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
と
生
き

が
い
を
も
っ
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

「
”共
に
生
き
る
”
地
域
社
会
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
第
５
次
計
画
は
、
平
成
30
年

か
ら
平
成
35
年
ま
で
の
６
年
間
を
計
画

期
間
と
し
、
相
談
支
援
や
就
労
支
援
体

制
の
充
実
な
ど
、
障
が
い
者
の
地
域
で

の
自
立
し
た
暮
ら
し
を
支
え
る
施
策
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　　

今
回
の
計
画
で
は
、
施
策
推
進
の
基

本
目
標
と
し
て
、
次
の
５
つ
の
柱
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

①
地
域
支
援
体
制
の
充
実

専
門
的
な
相
談
支
援
体
制
の
充
実

や
、
支
援
の
担
い
手
育
成
な
ど

②
自
立
と
社
会
参
加
の
推
進

就
労
支
援
体
制
の
充
実
や
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
活
動
支
援
な
ど

③
共
生
の
地
域
社
会
づ
く
り

障
が
い
に
対
す
る
町
民
の
理
解
・
意

識
の
向
上
や
、
居
住
環
境
や
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど

④
療
育
・
教
育
の
充
実

発
達
に
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
の
見

守
り
・
相
談
・
療
育
支
援
体
制
の
充

実
な
ど

⑤
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
着
実
な
展
開

次
の
ペ
ー
ジ
に
記
載
の
「
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
」
を
展
開
す
る
民
間
事

業
所
な
ど
の
体
制
整
備
や
新
た
な
取

り
組
み
を
積
極
的
に
支
援

障
が
い
者
の
地
域
生
活
を

支
え
る
た
め
に

５
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ

施
策
を
展
開

①地域支援体制の充実
○岩見沢市を拠点とする専門的な相談支援機関の
　設置と町内定期相談窓口の開設
○ボランティア活動を支える担い手の育成
　（手話奉仕員養成、音訳ボランティア養成）
②自立と社会参加の推進
○精神障がい者などによる就労支援事業所への通
　所に係る交通費を助成
○町内事業所の工賃水準向上を目指す取り組みを
　助成
③共生の地域社会づくり
○学校教育などと連携した福祉体験・教育の推進
○各団体による町民向け研修会などの開催を助成
○日常・社会生活を支える移動支援事業の充実
④療育・教育の充実
○町内での児童デイサービス事業所開設を助成
○療育を目的とする児童の通所や医療機関利用に
　係る費用の一部を助成
⑤障がい者福祉サービス等の着実な展開
○「ふるさと福祉基金助成」制度の活用により、
　民間事業所によるサービス提供体制確保を支援

基本目標に基づく主な取り組み（事業）

◆◇◆ 対象となる方 ◆◇◆
○身体障害者手帳の交付を受けている方
○療育手帳の交付を受けている方
○医療機関などで「精神障がい」「発達障がい」の診断を受けられた方
○難病に罹患された方（対象疾病：359 疾病　※詳しくはお問い合わせください）

◆◇◆ 主なサービス内容◆◇◆
【 在宅生活を支援するサービス 】

○居宅介護（ホームヘルプ）
　ホームヘルパーが自宅を訪問して、入浴・排せつ・食事など
　の介護や、調理・洗濯・掃除などの家事支援、生活などに関
　する相談や助言など、生活全般の援助を行います。
○短期入所（ホームヘルプ）
　自宅で介護者が病気の場合などに、短期間、夜間も含め施設で入浴・排せつ・食事の介護な
　どを行います。

【 日中の活動などを支援するサービス 】
○生活介護
　常に介護を必要とする方に対して、入浴・排せつ・食事などの介護や、創作的活動・生産活
　動の機会提供、身体機能や生活能力向上のために必要な援助を行います。
○就労継続支援（A 型・B 型）
　就労経験や機会を必要とする方に対して、生産活動など
　の機会提供、知識および能力向上のために必要な訓練な
　どを行います。（作業に対する工賃の支払があります）

【 住まいの場を提供するサービス 】
○共同生活援助（グループホーム）
　障がいのある方に対して、主に夜間において、共同生活を営む住居で相談や入浴・排せつま
　たは食事の介護、その他の日常生活上の援助を行います。
○施設入所支援
　施設に入所する障がいのある方に対して、主に夜間に入浴・排せつ・食事などの介護、生活
　などに関する相談・助言のほか、必要な日常生活上の支援を行います。
※その他、日常生活用具・補装具の給付や、移動支援サービス、特定疾患患者の通院交通費助
　成など、各種生活支援サービスもあります。

障がい福祉サービスのご案内
　障がい者や難病患者を対象に、日常生活の介護支援や自立した生活の援助、就労を目指
す方の支援など多様なサービスがあります。
　役場④番窓口での申請・決定後に、各事業所と契約してサービスの利用が可能です。「家
事（掃除など）の支援をして欲しい ･･･」「外出の機会が欲しい…」「仕事をするきっかけ
が欲しい…」など、さまざまなご相談に応じます。

【問い合わせ】
　町保健福祉課福祉・子育てグループ　☎ 73-2222

第 5 次

～ “ 共に生きる ” 地域社会づくりを目指して ～

栗山町障がい者福祉計画を
策定しました

　障がい者の地域生活支援の充実や社会参加推進などを
目指し、必要な施策・サービスの内容を定める計画です。

【問い合わせ】町保健福祉課福祉・子育てグループ　☎ 73-2222

　

町
で
は
、
障
が
い
者
福
祉
団
体
や
民

間
事
業
所
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
支

援
す
る
「
ふ
る
さ
と
福
祉
基
金
助
成
」

制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

計
画
に
基
づ
く
関
係
団
体
の
公
益
事

業
や
、
民
間
事
業
所
が
行
う
障
が
い
者

の
住
環
境
づ
く
り
、
作
業
工
賃
水
準
の

向
上
を
目
指
す
新
た
な
取
り
組
み
な
ど

を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
来
月
号
の
広
報
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

新
た
な
基
金
助
成
事
業
の
創
設



安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【問い合わせ】　
　町住民生活課
　生活安全グループ
　☎ 73-7510

◆
目　
的

運
転
免
許
保
有
者
が
各
部
門

に
参
加
し
て
、
４
カ
月
間
無

事
故
・
無
違
反
の
達
成
と
交

通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る

◆
実
施
期
間

７
月
１
日
㈰
～
10
月
31
日
㈬

◆
参
加
資
格

自
動
車
運
転
免
許
保
有
者

（
町
内
に
居
住
、
ま
た
は
町

内
の
事
業
所
に
勤
務
さ
れ
て

い
る
方
）

◆
参
加
部
門

５
人
チ
ー
ム
部
門

３
人
チ
ー
ム
部
門

個
人
（
１
人
）
部
門

◆
手
数
料

参
加
者
数
×
６
３
０
円

（
申
請
時
に
振
込
手
数
料
が

別
途
必
要
）

◆
申
込
期
間

６
月
30
日
㈯
ま
で

◆
申
込
方
法

栗
山
警
察
署
、
ま
た
は
栗
山

町
交
通
安
全
協
会
（
役
場
住

民
生
活
課
内
）
に
備
え
付
け

て
い
る
参
加
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
手
数
料
を
添

え
て
郵
便
局
か
ら
申
し
込
み

ご
存
じ
で
す
か
？

北
海
道
自
転
車
条
例

　

北
海
道
で
は
、
自
転
車
の
安

全
な
利
用
推
進
や
環
境
へ
の

負
荷
軽
減
、
道
民
の
健
康
増

進
、
観
光
振
興
な
ど
を
目
的
と

し
た
「
北
海
道
自
転
車
条
例
」

を
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま

し
た
。

　

自
転
車
を
利
用
さ
れ
る
方

は
、
次
の
項
目
を
守
る
よ
う
に

努
力
し
ま
し
ょ
う
。

◆
関
係
法
令
を
守
り
、歩
行
者
・

自
動
車
な
ど
に
十
分
配
慮
し

た
利
用
と
必
要
な
整
備
点
検

を
し
ま
し
ょ
う

◆
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

用
、
自
転
車
側
面
へ
の
反
射

材
の
装
着
を
し
ま
し
ょ
う

◆
自
転
車
を
利
用
す
る
際
に
、

自
然
環
境
の
保
全
へ
の
配
慮

を
し
ま
し
ょ
う

◆
冬
道
を
走
行
す
る
場
合
は
、

冬
季
に
お
け
る
道
路
状
況
を

考
慮
し
た
適
正
な
器
材
の
装

着
な
ど
を
行
い
ま
し
ょ
う

◆
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
な
ど

へ
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

自
転
車
は
車
両
で
す
！
交
通

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
安

全
・
適
正
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

６
月
は
環
境
月
間
で
す
。
環

境
の
保
全
に
つ
い
て
の
関
心
と

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
積

極
的
に
環
境
保
全
活
動
に
取
り

組
む
月
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

身
近
で
誰
も
が
取
り
組
め
る

環
境
保
全
活
動
に
「
節
電
」
が

あ
り
ま
す
。
家
計
の
節
約
に
も

な
る
節
電
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
節
電
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た

い
電
気
製
品

　

夏
の
ご
家
庭
で
の
消
費
電
力

の
う
ち
、
照
明
、
冷
蔵
庫
、
テ

レ
ビ
で
約
７
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
中
心
に
、
普
段

か
ら
お
使
い
の
電
気
製
品
の
節

電
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
外
出
の
際
に
は
待
機

電
力
（
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト

に
つ
な
い
で
お
く
だ
け
で
消
費

す
る
電
力
）
な
ど
の
削
減
も
お

願
い
し
ま
す
。

無
事
故
、
無
違
反
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
そ
う
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
リ
ー
北
海
道
２
０
１
８

環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
も
う
！

６
月
は
「
環
境
月
間
」

節電アクション 節約金額 ※ CO2 削減量

照明器具

白熱電球から電球形蛍光ランプに交換 約 1,850 円 29.4kg
（約 2.1 本分）

白熱電球（54W）1 灯の点灯時間を 1 日 1
時間短縮 約 430 円 6.9kg

（約 0.5 本分）
蛍光ランプ（12W）1 灯の点灯時間を 1
日 1 時間短縮 約 100 円 1.5kg

（約 0.1 本分）

冷蔵庫

設定温度を「強」から「中」にした場合 約 1,360 円 21.6kg
（約 1.5 本分）

ものを詰め込んだ状態から半分に減らす 約 960 円 15.3kg
（約 1.1 本分）

無駄な開閉はしない（1 日 50 回→ 25 回） 約 230 円 3.6kg
（約 0.3 本分）

液晶テレビ
（32V 型）

画面の明るさを調節（最大→中） 約 600 円 9.5kg
（約 0.7 本分）

1 日 1 時間見る時間を減らす 約 370 円 5.9kg
（約 0.4 本分）

【節電効果（年間）】

※ CO2 削減量の下段は、杉の木 CO2 吸収量換算 14kg/ 本（年間）を表しています。

11 広報くりやま　2018. 6 102018. 6　広報くりやま   

　

補
助
制
度
の
お
知
ら
せ

　
空
き
地
空
き
店
舗
活
用
支
援
事
業
補
助
制
度

◆
補
助
対
象
区
域　

駅
前
通
り
、
新
町
通
り
、
旭
町
通
り
、
栄
町
通
り
お
よ
び
角
田
・

継
立
の
一
部

◆
補
助
対
象
と
な
る
土
地
・
建
物

対
象
区
域
の
空
き
地
お
よ
び
か
つ
て
事
業
に
使
用
さ
れ
て
い
た
店

舗
な
ど

◆
補
助
対
象
者

年
２
６
０
日
（
通
年
営
業
）
以
上
営
業
で
き
る
新
規
に
出
店
す
る

個
人
ま
た
は
法
人

◆
補
助
対
象
経
費

空
き
地
取
得
に
要
す
る
経
費
、
空
き
店
舗
な
ど
の
取
得
・
解
体
・

改
修
、
備
品
購
入
、
駐
車
場
整
備
な
ど
開
業
ま
で
に
要
し
た
経
費

◆
補
助
率　
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

◆
補
助
金
額

①
空
き
地
取
得
に
要
す
る
経
費　
　
　
　
　

限
度
額
：
50
万
円

②
空
き
店
舗
な
ど
等
解
体
に
要
す
る
経
費　

限
度
額
：
20
万
円

③
①
、
②
以
外
に
要
す
る
経
費　
　
　
　
　

限
度
額
：
１
５
０
万
円

※
但
し
、
③
に
お
い
て
は
補
助
金
交
付
額
の
う
ち
２
割
を
く
り
や
ま

ギ
フ
ト
カ
ー
ド
で
交
付
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象
期
間　
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で

◆
申
請
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書
な
ど
を
申
込
先
に
提
出

◆
補
助
事
業
実
績　
平
成
29
年
度
は
北
大
学
力
増
進
会
に
補
助
金
を
交
付

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】
町
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課　

☎
�
７
５
１
６

　
事
業
者
対
象  

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
補
助
制
度

◆
補
助
金
名
称

①
事
業
用
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
促
進
事
業
補
助
金

②
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
活
用
新
規
事
業
補
助
金

◆
補
助
対
象
者　
町
内
中
小
企
業
者
、
農
業
者
な
ど

※
税
金
な
ど
の
滞
納
が
あ
る
方
は
対
象
外
で
す
。

◆
補
助
対
象
事
業

①
設
備
を
設
置
す
る
事
業

②
設
備
を
活
用
し
、
新
た
に
取
り
組
む
事
業

※
補
助
対
象
経
費
総
額
が
60
万
円
以
上
と
な
る
事
業
が
対
象
で
す
。

◆
補
助
対
象
設
備

①
発
電
設
備　
　

太
陽
光
発
電
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど

②
熱
利
用
設
備　

太
陽
熱
利
用
、
バ
イ
オ
マ
ス
熱
利
用
、
雪
氷
冷
熱

利
用
な
ど

※
そ
の
他
の
設
備
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

◆
補
助
率
・
補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
１
と
し
、
限
度
額
は
１
０
０
万
円

◆
申
請
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書
な
ど
を
申
込
先
に
提
出

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】
町
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課　

☎
�
７
５
１
６

　
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金

◆
補
助
対
象
者

新
築
ま
た
は
既
存
の
住
宅
に
「
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
」
を
設
置

す
る
方
、も
し
く
は
「
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
」
付
建
売
住
宅
（
新

築
に
限
る
）
を
購
入
す
る
方
で
、
本
人
お
よ
び
同
居
す
る
家
族
が

町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

◆
補
助
対
象
と
な
る
「
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
」

太
陽
電
池
最
大
出
力
合
計
値
が
10
ｋ
ｗ
未
満
で
、
未
使
用
の
も
の

◆
補
助
対
象
経
費　

太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
設
置
費
、
そ
の
他
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

に
必
要
な
工
事
に
係
る
経
費

◆
補
助
金
額

太
陽
電
池
最
大
出
力
値
（
Ｋ
ｗ
表
示
）
に
４
万
８
千
円
を
乗
じ
た

額
で
上
限
は
21
万
円

◆
申
請
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書
な
ど
を
申
込
先
に
提
出

※
補
助
金
交
付
決
定
後
に
工
事
着
工
と
な
る
た
め
、
事
前
に
申
請
が

必
要
で
す
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】
町
環
境
政
策
課　

☎
�
７
５
１
１

【問い合わせ】　
　町環境政策課
　環境政策グループ
　☎ 73-7511

　

 

節
電
へ
の

　

 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す



　町では、住民票や所得証明書などの各種証明
書を発行する際に、「隠し文字（コピーするこ
とにより現れる文字）」や「すかし」を入れた、
偽造防止用紙を使用しています。
　応援大使の決定を記念し、期間限定で応援大
使デザインの偽造防止用紙を使用して、各種証
明書を発行します。

【使用期間】
　6 月 18 日㈪～ 12 月 31 日㈪

【対象証明書】
　戸籍証明、住民票、税証明
　住民票は町外の方でも発行可能です。
　各種証明書の発行には手数料がかかります。

※このコーナーでは、JR 室蘭線沿線自治体のイベントなどを紹介しています。

J
R
室
蘭

線
を
利用して出か

け
よ
う
！

№ 3

栗山町応援大使デザインの
偽造防止用紙が登場！

「15 万人で作るつまようじアート！」

プロジェクト

北海道日本ハムファイターズ

北海道シリーズ横断企画

ＷＥ ＬＯＶＥ ＨＯＫＫＡＩＤＯ
シリーズ中に

限定ユニフォームを着用！

　北海道日本ハムファイターズでは、道内の皆さんから声援を受けて迎えることができた 15 年目の
シーズンを祝うべく、15 万人のファンの方々とともに 15 万本のつまようじを使ったメモリアルアー
トの制作を始めています。
　町もこの企画に賛同し、制作に協力することとしました。
　下記のとおり行っていますので、皆さんのご参加をお待ちしています！

【問い合わせ】町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502

　5 月 2 日から 20 日まで開催されていた、「WE  
LOVE  HOKKAIDO シリーズ」に合わせ、役場窓
口で球団の北海道誕生 15 年目の限定スカイブ
ルーユニフォームを着用しました！ユニフォー
ムは、今後もイベントなどで着用します。

【場　所】役場（1 階）ロビー　応援大使コーナー（新庁舎　戸籍窓口前）
【期　間】6 月 1 日㈮～ 26 日㈫　平日の 8：30 から 17：15 まで
【内　容】  1 ブロック（縦 30cm ×横 20cm）の発砲スチロールに、つまようじ 600 本分を刺してアー

　　　　 トのパーツを制作
　多くの方にご参加いただくため、つまようじは 1 人 1 本の参加となります。

【全体完成イメージ（縦 2.1m ×横 7.2m）】

　完成のお披露目は、7 月 27 日㈮に札幌ドームで予定されています。
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【イベント名】
いわみざわローズフェスタ　

【日　程】
6 月 23 日㈯～ 7 月 22 日㈰

【場　所】
いわみざわ公園バラ園

（岩見沢市志文町 794）
【問い合わせ】

☎ 0126-25-6111

【イベント名】
ご当地キャラ大集合

【日　程】
6 月 23 日㈯・24 日㈰

【場　所】
ゆにガーデン

（由仁町伏見 134）
【問い合わせ】

☎ 0123-82-2001

【イベント名】
あびら夏！うまかまつり

【日　程】
7 月 7 日㈯・8 日㈰

【場　所】
ときわ公園

（安平町早来北進 102）
【問い合わせ】

☎ 0145-22-2515（実行委員会）

【イベント名】
いわみざわ彩花まつり

【日　程】
7 月 9 日㈪～ 14 日㈯

【場　所】
ぷらっとパーク

（岩見沢市 4 条西 2 丁目）
【問い合わせ】

☎ 0126-22-3470

【イベント名】
ムカデが走る夏まつり

【日　程】
7 月 29 日㈰

【場　所】
由仁駅裏広場

（由仁町東栄 87）
【問い合わせ】

☎ 0123-83-2136（実行委員会）

【イベント名】
とまこまい港まつり

【日　程】
8 月 3 日㈮～ 5 日㈰

【場　所】
中央公園

（苫小牧市若草町 2）
【問い合わせ】

☎ 0144-33-2233（実行委員会）

　JR 室蘭線沿線市町では、楽しいイベントが盛りだくさん。
　今月号では、沿線市町の夏のイベントを紹介。ご家族・お友達
と一緒にイベントに行ってみよう！！　

【問い合わせ】
　町経営企画課地域政策グループ
　☎ 73-7502

岩見沢市

岩見沢市

由仁町

由仁町

安平町

苫小牧市



まちづくり審議会・委員会
町では、町民参加の機会を広げるため、各種審議会・委員会などの公募を推進しています。

募 集
栗山町総合計画審議会

▲

【内　　容】後期実施計画原案の審議など（審議結果・意見などを町長に提案）
【公募人数】3 人（総委員数 25 人）
【任　　期】第 1 回審議会（7 月中旬）から審議会終了の日（11 月下旬）まで
【会議など】・7 月～ 11 月の間、平日の夜間（120 分程度）・7 回程度を予定

　　　　　・会議１回出席につき 4,000 円の謝礼
　　　　　※この会議は原則公開となります。

【申込期間】6 月 4 日㈪～ 15 日㈮ 必着
【応募資格】・町内に在住、在勤、または在学されている満 18 歳以上の方

　　　　　・今年度 7 回程度の会議に出席していただける方
　　　　　※ 3 機関以上の町の審議会・委員会などの委員は応募できません。

【応募方法】・専用の申込書に必要事項を記入し、下記申込先まで提出
　　　　　※申込書は下記申込先で配布するほか、町ホームページからもダウンロードできます。

【決定方法】申込書による書類選考および面談　※申込書は返却しません。
【申込先・問い合わせ】町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502　FAX72-3179

　　　　　　　　　　 Ｅメール tiikiseisaku-g@town.kuriyama.hokkaido.jp
平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

　　基本構想［8 年］

　　進行管理計画［1 年］　毎年度の事業評価・予算編成で見直し

　　基本計画［4 年＋ 4 年］

前期実施計画［4 年］

【後期実施計画［4 年］】

後期の展望・見通し［展望計画］

見直し年度
［町長選挙年］

※「栗山町総合計画の策定と運用に関する条例」に基づき、前期実施計画期間中の４年
目（平成 30 年度）に議会の議決を経て、後期実施計画を策定します。

7 月　　8 月　　9 月　　10 月　　11 月　　12 月　　1 月　　2 月　　3 月　

総合計画審議会設置（7 月～ 11 月）

地域別・分野別懇談会、
パブリックコメントな
どでの町民意見の集約

（8 月～ 10 月）

原案公表
（7 月）

最終案決定
（11 月）

議
会
提
案

審議 / 議決

平成 29 年度政策評価結果
まちの事業をしっかりチェック！

公 表
　町では、栗山町第 6 次総合計画の施策目標に基づき実施する計画
事業の進捗状況や現状の課題、成果などを評価・検証し、次年度へ
の改善につなげる政策評価を平成 20 年度から行っています。
　このほど、平成 29 年度の政策評価結果がまとまりましたのでお知
らせします。

【問い合わせ】
　町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502
　ホームページアドレス
　http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/docs/2018022000050/

　政策評価制度の概要、各事
業の評価内容および結果など
詳しい内容は、町ホームペー
ジで公表していますのでご覧
ください。

評価判定項目

4~9 月の実施状況に対する事中評価
4~3 月の実施状況
に対する事後評価

（担当課）
一次評価

（担当課）
外部評価

（評価委員会）
二次評価

（副町長）
最終評価
（町長）

計画通り進める 146 事業 1 事業 132 事業 132 事業 137 事業

改善検討（事業内容） 18 事業

2 事業

30 事業 30 事業 25 事業

改善検討（事業費） 5 事業 2 事業 2 事業 2 事業

改善検討（その他） 13 事業 19 事業 19 事業 19 事業

抜本的見直し 1 事業 0 事業 0 事業 0 事業 0 事業

合計 183 事業 3 事業 183 事業 183 事業 183 事業

公表済み（広報くりやま平成 30 年 3 月号掲載） 今回公表【政策評価の結果】

【問い合わせ】
　町経営企画課
　地域政策グループ
　☎ 73-7502

【平成 30 年度】
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町民皆さんの声が、栗山の未来を創る！

第 6 次総合計画後期実施計画を策定します

　栗山町第 6 次総合計画は、平成 27 年度から平成 34 年度までの 8 年間を計画期間として、広く町
民皆さんの声を反映し、平成 26 年度に策定されました。
　総合計画は、まちの目指すべき将来像（方向性）を定め、福祉・教育・産業振興・住環境づくりな
ど、まちが進める全ての政策の根拠となる最上位の計画で、「基本構想」「基本計画」「進行管理計画」
の３層で構成され、このうち基本計画は町長の任期に合わせて、前期実施計画（4 年）と後期展望計
画（4 年）としています。

【総合計画の期間】

　今年度は前期実施計画（平成 27 年度～平成 30 年度）の最終年度で、展望計画期間としていた後
期分（平成 31 年度～平成 34 年度）の計画を具体化し、実態と時代に即した後期実施計画へと見直
します。
　今後、「総合計画の策定と運用に関する条例」に基づき、地域別・分野別懇談会の開催やパブリッ
クコメントの実施などにより、町民皆さんとの情報共有と参加機会の充実を図り、広く意見などを集
約するほか、公募委員を含む町民委員などで構成する「総合計画審議会」での審議、町議会の議決を
経て、後期実施計画を策定していきます。

【後期実施計画策定の流れ】
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※時間は目安となります。テーマによって小中学生や高校生の参加できる内容もあるほか、説明内容は相談に応じて決定します。
　詳細は町経営企画課までお問い合わせください。（パンフレットも配布）

いつでも・どこでも派遣しますー 出前型政策・施策説明会

説明会実施の
30 日前までです。

【1】
申込書

提出

【2】
実施内容

調整

申し込みから 1 週間程度
変更・取り消しとなる場合があります。

【3】
決定通知

【4】
派遣職員
事前連絡

【5】
説明会

実施

説明会当日までの流れ

【メニュー表】
№ テーマ（説明内容例） 時間
■　 生活環境
1 ごみ処理・リサイクルの推進（ごみ処理施策、ごみの出し方、リサイクルなど） 30 分
2 防災対策（避難所、防災知識など） 60 分
3 消防・救急救命（消防署の仕事・体制、普通救命講習（心肺蘇生法・AED 取扱い・応急手当）など） 90 分
4 生活安全対策（交通安全・生活安全対策、防犯・安全運動、防犯灯設置補助、悪質商法、食品表示など） 60 分

■　 教育
5 学校教育の取り組み（教育委員会の概要、学校教育の取り組み、教育費支援など） 60 分
6 コミュニティスクールの推進（コミュニティスクール制度（学校運営協議会制度）など） 60 分
7 安全・安心な学校給食の提供（学校給食センターの概要、地元産食材の活用、食育事業など） 30 分
8 北海道介護福祉学校（学校の概要、介護技術体験・介護福祉士の仕事など） 60 分
9 家庭教育・生涯教育の取り組み（家庭教育事業・生涯教育事業の紹介、社会教育施設の利用案内など） 60 分

10 読書活動支援（図書館の概要、事業・利用案内など） 30 分
11 ふるさと教育（栗山町が推進するふるさと教育など） 60 分
12 自然環境保全・自然体験教育（自然環境保全運動、雨煙別小学校コカ・コーラ環境ハウス、自然体験教育など） 60 分
13 スポーツ振興（体育事業や団体・サークルの紹介、社会体育施設の利用案内など） 30 分
14 芸術・文化振興（芸術・文化活動の推進、文化財保護・活用など） 30 分
15 国際・地域間交流（少年ジェット派遣事業、姉妹都市交流事業、被災地児童生徒受け入れ・交流事業など） 30 分
■　 医療・保健・福祉
16 生活習慣病予防・生活習慣改善（がんおよび生活習慣病予防事業、口腔の健康づくりなど） 30 分
17 妊娠前から学童期までの親子の健康づくり（妊婦保健指導、家庭訪問などの育児支援、各種助成事業など） 30 分
18 健康づくりと地域環境づくりの取り組み（こころの健康づくり、健康寿命延伸のまちづくり宣言など） 60 分
19 地域医療確保と緊急医療（町内の標榜診療科の現状、救急医療体制、在宅医療サービスなど） 30 分
20 子育て家庭への支援（妊娠・出産・子育て情報提供・相談機能、各種助成制度、子育て支援センターなど） 60 分
21 子どもの健全な遊びや活動の場づくり（児童センター、放課後児童クラブなど） 30 分
22 安全・安心な保育環境（町内保育施設の概要、保育事業（一時・延長保育、休日預かり事業）など） 30 分
23 要保護児童対策・こども発達支援（子育て・養育困難家庭支援、心身障がいなどがある子ども・家庭支援など） 30 分
24 介護予防事業（認知症サポーター養成講座、生活機能維持・向上・改善、介護予防・日常生活総合事業など） 90 分
25 高齢者生活支援・地域包括システム（地域包括支援センター、健康・福祉・介護予防、介護保険制度など） 90 分
26 社会参加と地域支え合い活動の推進（社会福祉協議会、高齢者の社会参加、地域の見守り・支え合い活動など） 30 分
27 障がい者の社会参加・自立支援（生活支援事業（各種助成事業）、社会参画・自立支援事業など） 30 分
■　 産業
28 農林業政策と制度（農林業政策に係る各種制度内容、農業全般など） 60 分
29 賑わいにあふれ魅力ある商店街づくり（商店街事業支援、空き店舗活用推進、ギフトカードなど） 30 分
30 企業誘致・新産業創出の推進（企業誘致活動、優遇措置、商工業者振興奨励・資金、中小企業相談所など） 30 分
31 栗を活用した特産品・観光資源の創出（クリの生産・商品開発、クリの植樹推進など） 60 分
32 特産品 PR の推進 ( 物産展・PR 事業、海外（東アジアなど）販路拡大支援など） 30 分
33 勤労者福祉・通年雇用化の推進（勤労者福祉センター、季節労働者通年雇用化支援、資格取得支援など） 30 分
■　 若者定住推進
34 栗山町への移住促進の取り組み（短期移住体験、相談会、住宅団地分譲、住宅支援制度など） 60 分
35 若者移住・定住の取り組み（若者定住推進室事業、若者移住促進事業（住宅支援制度）など） 60 分
■　 都市基盤
36 道路環境の整備・除雪対策（道路・橋梁の環境整備、修繕計画、冬期間の除雪体制など） 30 分
37 コミュニティバス運行・公共交通システム（コミュニティバス・町営バス運行、都市間交通アクセスなど） 60 分
38 宅地・住宅の整備と住環境づくり（公営住宅整備、住宅団地造成、空き家対策、各種助成制度など） 30 分
39 上・下水道の供給（上・下水道処理の流れ、上・下水道料金、設備・施設などの更新、合併処理浄化槽など） 30 分
40 治水・河川環境の整備（河川の土砂撤去・倒木除去など） 30 分
41 市街地形成・景観づくりの推進（各地区地域振興策、景観条例・計画と景観づくり、栗山公園施設整備など 60 分
■　 地域経営
42 地域活動の支援（まちづくり協議会の活動紹介・支援、まちの魅力アップ応援事業交付金など） 30 分
43 総合計画と行財政運営・改革（第 6 次総合計画、政策評価、行財政改革、ふるさと納税制度、各種統計など） 60 分
44 町税の仕組み（税の仕組みとその役割など） 60 分
45 行政職員の育成と組織体制の構築（研修計画、国・道への職員派遣、職員数適正化計画、人員配置など） 30 分
46 行政情報の発信（広報くりやま、ホームページの運営など広報業務、コミュニティ放送局の開設など） 30 分
47 情報共有と町民参加（自治基本条例、まちづくり懇談会、くりやまキャッチボイス、子どもの参加など） 60 分
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町
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す

る
方
５
人
以
上
で
構
成
す

る
団
体
な
ど

◆
説
明
内
容

　

左
表
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
選
択

※
メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
内
容
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
派
遣
日
時

　

土
・
日
曜
日
と
祝
日
お
よ
び

年
末
年
始
（
12
月
31
日
～
１

月
５
日
）
を
除
く
日
の
午
前

９
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

（
１
講
座
あ
た
り
原
則
90
分

以
内
）

◆
派
遣
場
所

　

町
内
の
公
共
施
設
・
集
会
場

な
ど
、
申
込
者
が
指
定
す
る

場
所

※
会
場
の
確
保
、
説
明
会
当
日

の
運
営
お
よ
び
進
行
は
申

込
者
の
責
任
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

◆
費
用
負
担

　

職
員
の
派
遣
料
お
よ
び
資
料

代
（
有
償
書
籍
な
ど
を
除
く
）

は
無
料

※
説
明
会
の
実
施
に
係
る
会
場

使
用
料
な
ど
は
申
込
者
の

負
担
と
な
り
ま
す
。

◆
派
遣
で
き
な
い
場
合

⑴
公
の
秩
序
を
乱
し
、
ま
た
は

善
良
な
風
俗
を
阻
害
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
き

⑵
政
治
、
宗
教
ま
た
は
営
利
を

目
的
と
し
た
集
会
な
ど
を

行
う
お
そ
れ
が
あ
る
と
き

⑶
説
明
会
の
開
催
を
希
望
す
る

日
時
に
派
遣
す
る
職
員
を

確
保
で
き
な
い
と
き

⑷
も
っ
ぱ
ら
行
政
に
対
す
る
苦

情
、
陳
情
ま
た
は
批
判
が
行

わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

き
⑸
申
し
込
み
の
内
容
に
虚
偽
が

あ
っ
た
と
き

⑹
そ
の
他
、
説
明
会
の
目
的
に

反
し
、
実
施
が
適
当
で
な
い

と
認
め
ら
れ
る
と
き

◆
申
込
方
法

　

希
望
す
る
メ
ニ
ュ
ー
を
選
択

し
、
開
催
予
定
日
の
30
日
前

ま
で
に
所
定
の
申
込
書
を

町
経
営
企
画
課
に
提
出

※
申
込
書
は
町
経
営
企
画
課
に

備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

町
経
営
企
画
課

地
域
政
策
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
２

出
前
型
政
策

・
施
策
説
明
会 

 ｢

栗
山
町
の
ま
ち
づ
く
り
」

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
派
遣
し
ま
す
‼

ハサンベツ里山地区や
雨煙別学校での “ 自然
体験教育 ” ってよく耳
にするけど…具体的な
取り組みを知りたい！ 

赤ちゃんが欲しいけど、
出 産 や 育 児 の 不 安 が
いっぱい…。町ではど
んな子育て支援がある
か、詳しく聞きたいな！

農業担い手不足の対策
として、新規就農者の
受け入れを進めている
ようだけど…どのよう
な状況なの？

町は「健康寿命延伸の
まちづくり宣言」をし
たけど…。町民の健康
づくりのために何に取
り組んでるの？

町 担 当 者 が
取 り 組 み を
わかりやすく
説明します！

　

団
体
な
ど
が
主
催
す
る
集
会
な
ど
に
町
職
員
を
派
遣
し
、
町
の

政
策
な
ど
の
説
明
を
行
う
出
前
型
政
策
・
施
策
説
明
会
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。



まちの話題では、町内の行事や出来事を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/

　

栗
山
町
技
能
協
会
が
奉
仕
活
動
の

一
環
と
し
て
歩
道
ベ
ン
チ
５
基
を
町

へ
寄
贈
し
ま
し
た
。
高
齢
者
や
身
体

の
不
自
由
な
方
に
利
用
し
て
も
ら
お

う
と
、
同
協
会
が
平
成
９
年
よ
り
町

内
の
バ
ス
停
な
ど
に
設
置
。
今
回
の

寄
贈
で
歩
道
ベ
ン
チ
は
19
基
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
３
月
に
同
協
会
会
員

18
人
が
栗
山
建
設
協
会
か
ら
提
供
さ

れ
た
木
材
を
使
い
、
３
日
か
け
て
製

作
。
寄
贈
式
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

前
で
行
わ
れ
、山
﨑
信
治
会
長
は「
町

民
の
た
め
に
と
思
い
協
力
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
方
に
使
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。 町

民
の
た
め
に
安
ら
ぎ
の
ベ
ン
チ

町
技
能
協
会
が
寄
贈

 12
  8
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栗
山
公
園
と
園
内
の
な
か
よ
し
動

物
園
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
動
物
園
の
入
り
口
前

に
は
町
内
外
の
親
子
連
れ
な
ど
の
長

い
列
が
で
き
、
来
場
者
は
、
オ
ー
プ

ン
記
念
に
配
ら
れ
た
お
菓
子
を
受
け

取
る
と
、さ
っ
そ
く
動
物
園
に
入
場
。

動
物
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ク
リ
レ
ン

ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。
こ
の
日
は
約
３
５
０
０
人
が

春
の
休
日
の
ひ
と
と
き
を
満
喫
し
ま

し
た
。
訪
れ
た
林り

ん
だ
い代
恭き
ょ
う
じ史
く
ん
と
三

上
藍ら

ん

ち
ゃ
ん
は
「
ク
リ
レ
ン
ジ
ャ
ー

シ
ョ
ー
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

初
日
は
約
３
５
０
０
人
が
来
場

栗
山
公
園
と
な
か
よ
し
動
物
園
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火
の
元
に
は
十
分
気
を
つ
け
て

女
性
消
防
団
が
高
齢
者
宅
を
訪
問

  4
30

　

春
の
火
災
予
防
運
動
に
合
わ
せ
、

栗
山
消
防
団
の
女
性
消
防
団
員
が
、

防
火
の
呼
び
掛
け
と
火
の
元
の
点
検

を
行
う
た
め
一
般
住
宅
へ
立
入
検
査

を
行
い
ま
し
た
。
同
団
員
５
人
は
２

班
に
分
か
れ
消
防
署
職
員
と
と
も
に

高
齢
者
宅
８
軒
を
訪
問
。
防
火
設
備

の
点
検
や
防
火
指
導
、
防
火
花
な
ど

の
配
布
に
よ
る
啓
発
活
動
を
行
い

「
火
の
元
に
は
十
分
に
気
を
つ
け
て
」

な
ど
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
中
央
１

丁
目
の
川
﨑
栄
美
子
さ
ん
は
「
き
れ

い
な
お
花
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
近
く
に
住
む
娘
と
連
携
を
と
り

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。

羽
化
が
待
ち
遠
し
い

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
飼
育
に
挑
戦

  5
16

　

角
田
小
学
校
と
継
立
小
学
校
の
１
、

２
年
生
が
、
フ
ァ
ー
ブ
ル
の
森
観
察
飼

育
舎
を
訪
れ
、
人
工
飼
育
し
て
い
る

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
幼
虫
を
観
察
し
ま
し

た
。
ふ
る
さ
と
体
験
教
育
授
業
の
一
環

で
42
人
が
参
加
。
小
さ
な
幼
虫
の
姿
を

見
つ
け
る
た
び
に
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま

し
た
。
見
学
後
、
両
校
生
は
幼
虫
３
匹

と
餌
と
な
る
エ
ゾ
エ
ノ
キ
の
鉢
植
え
を

借
り
受
け
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
雨
煙
別
学
校

の
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
飼
育

を
開
始
。
角
田
小
１
年
の
伊
藤
優
希

ち
ゃ
ん
は
「
１
匹
で
も
多
く
羽
化
で
き

る
よ
う
に
水
や
り
を
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

札
幌
市
民
と
交
流

田
植
え
体
験
ツ
ア
ー

  5
12

　
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
青
年
部
主
催
の
田

植
え
体
験
ツ
ア
ー
が
、
継
立
の
井
澤

智
明
さ
ん
の
水
田
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
町
と
札
幌
市
白
石
区
は
、
と
も

に
明
治
期
に
宮
城
県
か
ら
の
入
植
者

が
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
た
縁
か
ら

交
流
が
続
き
、
同
ツ
ア
ー
を
開
催
。

札
幌
市
白
石
区
の
親
子
な
ど
を
対
象

と
し
、
田
植
え
体
験
を
通
し
て
、
食

育
や
米
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
31
回
目

と
な
っ
た
今
年
は
親
子
連
れ
な
ど
約

１
０
０
人
が
参
加
。
15
ア
ー
ル
の
水

田
に
ゆ
め
ぴ
り
か
の
苗
を
同
青
年
部

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
ひ
と
苗
ず

つ
丁
寧
に
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

「
ト
ド
マ
ツ
」の
成
長
を
願
っ
て

コ
ー
プ
未
来
の
森
づ
く
り
植
樹
祭

　

生
活
協
同
組
合
「
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ

ろ
」
の
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
、
桜
山
の
町
有
地
で
今
年
で
８
回

目
と
な
る
植
樹
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
同
組
合
は
、
植
樹
か
ら
木
の
活

用
ま
で
を
視
野
に
入
れ
た
循
環
型
の

森
林
づ
く
り
の
活
動
を
目
指
そ
う
と

町
と
森
林
整
備
の
協
定
を
締
結
。
町

内
外
か
ら
参
加
し
た
約
80
人
は
空
知

総
合
振
興
局
森
林
室
の
職
員
か
ら
植

樹
の
指
導
を
受
け
、
約
20
ア
ー
ル
の

町
有
地
に
４
０
０
本
の
ト
ド
マ
ツ
を

植
樹
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
小
野
壮

一
朗
く
ん
は「
楽
し
く
植
樹
で
き
た
。

元
気
に
大
き
く
育
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

  5
19

「
農
家
の
嫁
」交
流
深
め
る

農
業
女
性
塾
入
塾
式

  5
17

　

若
手
女
性
農
業
者
の
意
欲
と
関
心

を
高
め
、
地
域
農
業
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
た
く
り
や

ま
農
業
女
性
塾
が
始
ま
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
塾
生
は
新
た
に
加
入
さ
れ

た
２
人
を
含
む
12
人
。「
農
業
や
地

域
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
よ
う
！
」

「
塾
内
外
と
か
か
わ
り
、
繋
が
り
を

広
げ
て
い
こ
う
！
」
な
ど
を
テ
ー
マ

に
、
町
内
外
の
研
修
ツ
ア
ー
や
食
育

講
座
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
塾
式
で
、
栗
山
町
農
業
振
興
公
社

の
高
間
嘉
之
理
事
長
代
理
が
「
家
族

ぐ
る
み
で
交
流
の
輪
を
広
げ
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

４
月
20
日
か
ら
30
日
ま
で
の
「
春

の
火
災
予
防
運
動
」
に
合
わ
せ
、
栗

山
め
ぐ
み
こ
ど
も
園
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
の
園
児
23
人
が
、
介
護
老
人
保
健

施
設
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り
や
ま
を

訪
れ
、
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
法は

っ
ぴ被
を
着
て
「
火
の
用
心
」
の

の
ぼ
り
を
さ
し
た
イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス

の
鉢
花
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
入
所
者
一

人
ひ
と
り
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

ま
た
、ラ
ッ
キ
ー
栗
山
店
前
で
は
、

栗
山
地
区
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
が
北
雄

ラ
ッ
キ
ー
栗
山
店
前
と
マ
ッ
ク
ス
バ

リ
ュ
栗
山
店
前
を
訪
れ
た
方
々
に
火

の
用
心
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

「
火
の
用
心
」呼
び
か
け
る

幼
年・女
性
防
火
ク
ラ
ブ

4
27



　

こ
の
遭
難
の
原
因
は
本
当
に
夕
張

川
の
怪
物
な
の
か
、怪
物
と
は
何
か
、

誰
が
こ
れ
を
伝
え
聞
い
た
の
か
、
こ

れ
を
解
釈
を
す
る
の
は
今
の
私
た
ち

の
想
像
力
の
術
で
し
ょ
う
か
。

（
青
木
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

栗
山
町
史
編
さ
ん
室

　

☎
�
７
８
２
０

　

栗
山
消
費
者
協
会
く
ら
し
の
講
座

「
昔
の
栗
山
を
地
方
新
聞
か

ら
眺
め
る
」

　
　
「
北
海
道
毎
日
新
聞
」「
小
樽
新

聞
」
な
ど
、
道
内
で
発
刊
さ
れ
た

地
方
新
聞
か
ら
、
草
創
期
の
栗
山

の
人
々
の
暮
ら
し
や
出
来
事
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。参
加
無
料
で
す
。

◆
日　
　

時

　

６
月
16
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場　
　

所

　

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー　

研
修
室

◆
講　
　

師

　

青
木　

隆
夫
さ
ん
（
町
史
編
さ
ん

推
進
員
）

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

栗
山
消
費
者
協
会
事
務
局　

大
西

　

☎
�
４
３
８
３

夕
張
川
の
怪
物
ー
史
資
料
の
断
片

　

市
町
村
史
の
編
さ
ん
で
は
、
地
方

新
聞
や
地
域
新
聞
な
ど
も
史
資
料
と

し
て
の
役
割
を
持
ち
ま
す
。

　

た
だ
、
戦
前
ま
で
の
新
聞
記
事
は

始
め
か
ら「
眉
に
唾
」（
今
風
の「
フ
ェ

イ
ク
」）
と
し
て
読
ま
ね
ば
な
ら
ぬ

も
の
も
多
く
、
正
確
性
は
本
よ
り
信

憑
性
も
薄
く
、
報
道
と
い
う
よ
り
時

代
の
物
語
や
風
俗
と
し
て
読
む
（
理

解
す
る
）
と
い
う
の
が
一
般
的
な
受

け
止
め
で
す
。

　

さ
て
、
角
田
村
（
栗
山
）
の
設
村

後
間
も
な
い
、明
治
24
（
１
８
９
１
）

年
５
月
８
日
の
「
北
海
道
毎
日
新

聞
」
に
、「
奇
怪
」
と
い
う
記
事
が

載
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
前
月
29

日
、
夕
張
川
の
「
ウ
エ
ン
ベ
ツ
」
下

流
で
、江
別
に
木
材
を
運
ぶ
小
船
が
、

「
風ふ

う
は波

も
あ
ら
ず
、
殊こ

と

に
下
り
船ふ

ね

な

れ
ど
も
一い

っ
か
う向

船ふ
な

進す
す

ま
さ
る
に
て
、
三

人
の
も
の
は
頻し

き

り
に
焦い

ら
だ
ち心
居
る
中う

ち

、

遂つ
い

に
其そ

の
ま
ま儘

沈ち
ん
ぼ
つ没

」
し
、
二
人
が
助
か

り
一
人
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
水
難

事
故
の
記
事
で
し
た
。
運
ん
で
い
た

木
材
は
流
失
、
船
は
破
損
し
「
人
々

は
皆
奇き

く
わ
い怪
の
思
ひ
を
為
し
、
水す

い
ち
ゅ
う中
に

怪か
い
ぶ
つ物

あ
り
て
の
所し

ょ
げ
う業

な
ら
ん
と
噂う

わ
さ

し

居
れ
り
と
」
と
記
事
は
伝
え
て
い

ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
携
わ
っ
て
い
く
予

定
で
す
。

　

着
任
し
て
ま
だ
日
は
浅
い
で
す

が
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
お
話
し
す
る

機
会
が
あ
り
、「
栗
山
町
に
も
ボ
ウ

リ
ン
グ
場
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
」「
御

園
に
小
学
校
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
」
な

ど
、
歴
史
を
聞
い
て
地
域
愛
の
強
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
暮
ら
し
て
い
る
と

当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
風
景
も
、

私
に
と
っ
て
は
新
鮮
で
、
魅
力
が
溢

れ
て
い
ま
す
！
杵
臼
か
ら
見
下
ろ
す

風
景
が
今
の
お
気
に
入
り
で
す
！

　

栗
山
町
の
魅
力
を
全
国
に
伝
え
ら

れ
る
よ
う
、
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア

が
詰
ま
っ
た
活
動
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！

ア
イ
デ
ア
が
詰
ま
っ
た
活
動
を

新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊ですNo.24
　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
４
月
よ

り
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
し
ま

し
た
、
井い

の
う
え
あ
や

上
彩
乃の

で
す
。

　

苫
小
牧
市
出
身
で
、
駒
大
苫
小
牧

高
校
で
吹
奏
楽
を
し
て
い
ま
し
た
。

炎
天
下
の
甲
子
園
で
の
応
援
は
今
で

も
鮮
明
に
思
い
出
し
ま
す
。
大
学
進

学
で
神
奈
川
県
へ
行
き
、
そ
の
後
、

障
が
い
児
保
育
と
営
業
事
務
職
を
経

て
、
先
輩
隊
員
の
熱
い
熱
い
Ｐ
Ｒ
活

動
を
東
京
で
目
の
当
た
り
に
し
、
即

決
断
！
申
し
込
み
を
し
ま
し
た
！

　

今
後
は
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る

Ｐ
Ｒ
活
動
と
、
先
輩
隊
員
が
11
月

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
絶
賛
奮
闘
中
の

〝
カ
フ
ェ
＆
バ
ー
「
く
り
と
く
ら
」〟

　

こ
ん
に
ち
は
！
未
来
の
力
創
生
委

員
会
副
委
員
長
を
務
め
ま
す
冨
田
奈

美
で
す
。

　

私
は
２
人
の
子
ど
も
が
い
る
主
婦

で
あ
る
と
同
時
に
、
有
限
会
社
フ
ク

ダ
シ
ス
テ
ム
の
役
員
と
し
て
町
内
で

働
い
て
い
ま
す
。
現
在
、
仕
事
と
育

児
の
両
立
に
日
々
奮
闘
す
る
中
で
栗

山
青
年
会
議
所
に
所
属
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
活
動
に
も
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。入
会
す
る
前
は
、

仕
事
と
育
児
で
精
一
杯
で
、
地
域
の

た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
と
不
安
も

あ
り
ま
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
の
理
解

も
あ
り
、
子
ど
も
が
い
る
私
で
も
活

動
で
き
る
環
境
を
整
え
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　

私
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
人

と
の
つ
な
が
り
で
す
。
育
児
を
し
な

が
ら
仕
事
を
始
め
た
当
初
は
、
地
域

と
の
関
わ
り
が
疎
遠
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
栗
山
青
年
会
議
所
に
入
会

す
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
と
の
出
会

い
が
あ
り
、
今
ま
で
以
上
に
周
り
の

人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
栗
山
青
年
会
議
所
に
は
女

こんにちは！　私たち栗山青年会議所ですVOL.77

仕
事
や
育
児
の
合
間
に
活
動
中

性
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
場
も
多
く

あ
り
、
仕
事
や
育
児
の
合
間
の
少
し

の
時
間
で
も
活
動
が
で
き
ま
す
。
皆

さ
ん
に
と
っ
て
大
好
き
な
栗
山
町
を

さ
ら
に
住
み
よ
い
町
に
す
る
た
め

は
、
女
性
な
ら
で
は
の
観
点
を
取
り

入
れ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
私

た
ち
は
、
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る

仲
間
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
挑
戦
で
き
る
町
を
目
指
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
仕
事
と
家
庭
と
町

を
想
う
青
年
会
議
所
活
動
に
惜
し
み

な
く
愛
情
を
注
い
で
い
き
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
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栗
山

出陣式 第27回 YOSAKOI ソーラン祭り　演舞日程
6月 7日㈭ 6月 9日㈯ 6月 10 日㈰

19：30～
栗夢広場

（スポーツセンター前）

11：24　大通りパレード北コース 11：06　大通りパレード南コース
14：14　新琴似会場 12：56　大通公園西 8丁目会場
16：24　JR 札幌駅南口広場 14：21　わくわくホリデーホール会場
17：42　一番街・丸井今井前会場 15：36　サッポロファクトリー会場

くりやまＯＨ !! 夢乱咲

今年のテーマは　『夢は正夢』（ゆめはまさゆめ）
　おかげさまで、今年で 20 回目の参加です。20 年前、初参加のとき「夢 99」というテーマで参加してから、
これまで多くの方々に支えられ、たくさんの「夢」を叶えることができました。まさに栗山英樹監督の言
葉のとおり、20 年の歳月で「夢が正夢」となった思いを抱きつつ、今年も国蝶オオムラサキのすむ街「栗
山町」を「艶美火舞羅」の皆さんとともに PR して参ります。皆さんの応援をよろしくお願いします。

祝 20 周年
こんにちは！ 町史編さん室ですNo.24



※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

　
む
し
歯
や
歯
周
病
は
人
に
う
つ
る
病
気

　
　

む
し
歯
や
歯
周
病
は
細
菌
が
原
因

で
起
こ
る
感
染
症
、
つ
ま
り
人
に
う

つ
る
病
気
で
す
。

　
　

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
の

口
の
中
は
無
菌
状
態
で
す
が
、
１
歳

半
～
２
歳
半
に
集
中
し
て
む
し
歯
菌

が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
菌
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
調
べ
て
み
る
と
、
そ
の
多

く
は
母
親
か
ら
感
染
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
　

歯
周
病
菌
も
親
か
ら
子
に
感
染
し

ま
す
が
、
夫
婦
間
な
ど
大
人
に
な
っ

て
か
ら
感
染
す
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く

な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

む
し
歯
菌
や
歯
周
病
菌
に
感
染

し
た
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
発
症
す
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
発
症
の

リ
ス
ク
を
お
さ
え
る
た
め
に
も
、
口

腔
ケ
ア
で
菌
を
減
ら
す
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
人
か
ら
人
へ
う
つ
る

　
　

む
し
歯
菌
も
歯
周
病
菌
も
、
唾
液

を
介
し
て
人
か
ら
人
に
感
染
し
ま
す
。

○
祖
父
母
か
ら
孫

　

自
分
の
箸
や
ス
プ
ー
ン
な
ど
を
使
っ

て
食
事
を
与
え
る
、
熱
い
食
べ
物
に

フ
ー
フ
ー
息
を
吹
き
か
け
て
冷
ま

し
て
か
ら
与
え
る
（
唾
液
が
飛
ぶ
）、

口
移
し
で
与
え
る
な
ど
で
感
染

○
親
か
ら
子

　

親
が
か
み
砕
い
た
食
べ
も
の
を
子
ど

も
に
与
え
る
な
ど
で
感
染

　

母
親
か
ら
子
ど
も
に
感
染
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い

　

む
し
歯
の
多
い
母
親
か
ら
生
ま
れ
た

赤
ち
ゃ
ん
は
、
む
し
歯
の
発
生
率
が

高
く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る

○
配
偶
者
間

　

歯
周
病
菌
は
、
夫
婦
や
恋
人
な
ど

パ
ー
ト
ナ
ー
間
で
感
染
す
る
ケ
ー
ス

が
少
な
く
な
い

◆
人
か
ら
人

　

老
人
介
護
施
設
な
ど
で
、
複
数
の
入

れ
歯
を
一
緒
に
洗
う
、
歯
ブ
ラ
シ
を

ま
と
め
て
保
管
す
る
（
濡
れ
た
ブ
ラ

シ
面
が
触
れ
合
う
）な
ど
に
よ
っ
て
、

入
れ
歯
か
ら
入
れ
歯
、
歯
ブ
ラ
シ
か

ら
歯
ブ
ラ
シ
へ
と
菌
が
う
つ
る

　
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め
の
注
意
点

　
　

口
の
中
に
は
む
し
歯
菌
や
歯
周
病

菌
を
は
じ
め
、
７
０
０
種
類
も
の
微

生
物
が
す
み
つ
い
て
い
ま
す
。
と
は

い
え
、
そ
の
多
く
は
比
較
的
弱
い
毒

性
し
か
も
た
ず
、
健
康
な
人
で
は
特

に
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

し
か
し
、
免
疫
力
が
落
ち
て
い
る

人
で
は
感
染
症
を
起
こ
し
て
命
取
り

に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
日

和
見
感
染
症
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
　

あ
る
老
人
介
護
施
設
に
お
け
る
調

査
で
は
、
半
分
近
く
の
人
で
口
の
中
か

ら
肺
炎
稈か

ん

菌
や
カ
ン
ジ
ダ
菌
な
ど
の

日
和
見
感
染
菌
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。　

　
　

こ
れ
ら
の
菌
は
入
れ
歯
や
歯
ブ

ラ
シ
な
ど
を
介
し
て
他
の
人
に
う

つ
り
、
肺
炎
や
敗
血
症
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

○
歯
ブ
ラ
シ
の
置
き
方

　

歯
ブ
ラ
シ
は
歯
磨
き

が
終
わ
っ
た
ら
別
々

に
流
水
で
よ
く
洗

い
、
１
本
ず
つ
ブ
ラ

シ
面
を
上
に
し
て
独
立
す
る
よ
う
に

保
管
す
る
こ
と

○
入
れ
歯
の
洗
い
方

　

入
れ
歯
は
毎
日
外
し

て
別
々
に
ブ
ラ
シ
で

よ
く
洗
い
、
１
人
ひ

と
り
違
う
容
器
で
保

管
す
る
こ
と
。
ま
た
、
保
管
容
器
も

し
っ
か
り
洗
い
、
使
用
し
て
い
な
い

と
き
は
よ
く
乾
燥
さ
せ
る
こ
と

○
口
腔
ケ
ア
後
の
注
意
点

　

１
人
の
ケ
ア
が
済

ん
だ
ら
そ
の
都
度
手

を
よ
く
洗
う
こ
と
。

手
袋
を
忘
れ
ず
に
は

め
る
こ
と

新
井　

由ゆ
か
り

あ
ら
い
歯
科  

院
長

む
し
歯
・
歯
周
病
は
感
染
症

平
成
27
年
度
よ
り
、
特
定
健
診
の
結
果

の
提
出
を
必
須
と
し
て
い
ま
す

　

脳
検
診
で
発
見
で
き
る
脳
出
血
・
脳

梗
塞
・
く
も
膜
下
出
血
な
ど
の
脳
卒
中

は
、
高
血
圧
・
脂
質
異
常
症
・
糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
あ
る
と
、
発
症

リ
ス
ク
が
高
く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
脳
検
診
の
結
果
は
、
健
診
結

果
と
併
せ
て
確
認
す
る
こ
と
で
、
よ
り

詳
し
く
予
防
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
脳
検
診
・
脳
ド
ッ
ク
の
ご
利
用

を
ご
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
平
成
29

年
４
月
１
日
以
降
の
健
診
結
果
票
の
コ

ピ
ー
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
健
診
結
果

の
ご
質
問
や
健
診
の
受
け
方
な
ど
詳
し

く
は
、
保
健
福
祉
課　

健
康
推
進
グ

ル
ー
プ
（
☎
�
２
２
５
６
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

脳
出
血
・
脳
梗
塞
・
く
も
膜
下
出
血

な
ど
の
脳
卒
中
は
、
日
本
の
死
亡
原
因

の
第
４
位
の
疾
患
で
あ
り
、
そ
の
兆
候

を
発
見
す
る
こ
と
は
、
病
気
の
発
症
・

悪
化
の
予
防
、
病
気
の
後
遺
症
に
よ
る

介
護
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
日
頃
の
健
康
管
理
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

※
脳
検
診
・
脳
ド
ッ
ク
の
詳
細
は
、
郵

送
し
た
ご
案
内
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
右
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

５
年
に
１
回
の
脳
検
診
・
脳
ド
ッ
ク
の

機
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

　

平
成
30
年
度
の
脳
検
診
・
脳
ド
ッ
ク

の
対
象
者
は
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
40
歳
・

45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・
60
歳
・
65
歳
・

70
歳
に
な
る
方
で
す
。（
表
１
）

　

対
象
に
な
っ
た
方
に
は
、
５
月
中
旬

に
案
内
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

　

脳
ド
ッ
ク
の
お
申
し
込
み
は
既
に
開

始
し
て
お
り
、
脳
検
診
の
お
申
し
込
み

は
、
６
月
５
日
㈫
か
ら
受
け
付
け
を
開

始
し
ま
す
。

　

脳
検
診
で
は
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
、
脳

ド
ッ
ク
で
は
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
・
脳
Ｍ
Ｒ

Ａ
検
査
・
頸
部
エ
コ
ー
検
査
を
行
い
ま

す
。（
表
２
）

受けて安心！脳検診

集
団
健
（
検
）
診
の
お
知
ら
せ

【
日
程　

６
月
16
日
㈯
（
女
性
限
定
）】

◆
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
健
診
機
関　

北
海
道
結
核
予
防
会

◆
受
診
で
き
る
項
目

　

特
定
健
診
・
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
・
い
き
い
き
健
診
・
各
種
が
ん
検

診
（
胃
・
肺
・
大
腸
・
子
宮
・
乳
）

【
日
程　

７
月
５
日
㈭
】

◆
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
健
診
機
関　

北
海
道
対
が
ん
協
会

◆
受
診
で
き
る
項
目

　

特
定
健
診
・
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
・
い
き
い
き
健
診
・
各
種
が
ん
検

診
（
胃
・
肺
・
大
腸
・
乳
）

※
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
は
対
象
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
「
保
健
サ
ー
ビ
ス
ガ

イ
ド
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

献
血
の
お
知
ら
せ

◆
日
程　

６
月
26
日
㈫

◆
場
所
・
時
間

○
北
海
道
内
田
鍛
工
株
式
会
社

　

午
前
９
時
半
～
11
時

○
日
本
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社

　

午
後
０
時
15
分
～
１
時

○
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南

　

午
後
１
時
半
～
２
時

○
栗
山
町
役
場

　

午
後
２
時
半
～
４
時
半
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年齢 生年月日
40 歳 S53.4.1 ～ S54.3.31 生まれ
45 歳 S48.4.1 ～ S49.3.31 生まれ
50 歳 S43.4.1 ～ S44.3.31 生まれ
55 歳 S38.4.1 ～ S39.3.31 生まれ
60 歳 S33.4.1 ～ S34.3.31 生まれ
65 歳 S28.4.1 ～ S29.3.31 生まれ
70 歳 S23.4.1 ～ S24.3.31 生まれ

検査内容 検査概要 発見・確認できること
脳
検
診 脳 MRI 検査

（磁気共鳴断層画像）
電磁波で、脳の内部を画
像化する検査

脳出血・脳梗塞・くも膜
下出血・動脈瘤・多発性
硬化症など

脳
ド
ッ
ク

脳 MRA 検査
（磁気共鳴血管画像）

MRI の脳の血管の様子だ
けを映す検査

脳梗塞・もやもや病・閉
そく性動脈病変

頸部エコー
（超音波検査）

頭部に超音波を当てて、
頸動脈の様子をモニター
に映す検査

頸動脈の血管の状態（血
管の壁の厚さや狭くなっ
ている様子）

【表 1】脳検診・脳ドック対象者

【表 2】脳検診・脳ドックの内容

【問い合わせ】　
　町保健福祉課
　健康推進グループ
　☎ 73-2256

元
気
が
一
番

H
ealthHea

lth
H
e

althHeal

th
e
a
lt
h



【問い合わせ】
　町子育て支援センター
　☎ 72- 1280  Fax 72-1320

　

岩見沢切り絵サークル作品展
6 月 5 日㈫～ 7 月 3 日㈫

　会員 10 人による力作。モノク
ロの世界を楽しんで見てください。

大好評 ! 手打ちそばの日
【今月の「そばの日」（限定 30 食）】

　6 月 1 日、8 日、15 日、22 日、29 日
（毎週金曜日 11：00 ～）

ホール・会議室ご利用のご案内
　サークルや団体の催し、商品
の展示会などでのホールや会議
室のご利用をお待ちしています。
　まずは、まちの駅「栗夢プラザ」
へご相談ください！

【問い合わせ】
  まちの駅　「栗夢プラザ」
  ☎ 73-5515　Fax 73-5535
  開館時間  10：00 ～ 17：00

　
南空知消費生活相談室

勤労者
福祉センター

毎週
月・木曜日

13：00
～ 16：00

☎ 72-3581
毎月
第2・4水曜日

13：00
～ 15：00

美容医療でクーリング・オフが可能に
【国民生活センター事例より】

　 平 成 29（2017） 年 12 月 1 日 に
改正特定商取引法が施行され、美
容医療サービスのうち、（1）脱毛、

（2）にきび・しみなどの除去、（3）
しわ・たるみの軽減、（4）脂肪の
減少、（5）歯の漂泊などについて、特定の方法によるものは
クーリング・オフなどができるようになりました。
　特定商取引法の特定継続的役務提供の要件（提供期間：１ヵ
月超、金額：５万円超、治療内容・方法など）に当てはまる
場合は、一定期間内のクーリング・オフや、一定期間経過後
の中途解約ができます。中途解約では、事業者により解約料
が決められている場合は解約料を支払う必要があります（事
業者が請求できる解約料には上限あり）

【ひとこと助言】
◎美容医療とは、国家資格である医師免許を持つ者が医療

機器による手術や注射、医薬品の処方などを行う医療行
為のことです。

◎クリニックのホームページなどの記載をうのみにせず、
他の医療機関や医療安全支援センターなどで情報を収集
し、クリニックや施術方法を慎重に選ぶことが大切です。

◎契約する内容を書面でしっかり確認し、十分に説明を受
け納得した上で施術を受けるか決めましょう。

◎困った時は、南空知消費生活相談室にご相談ください。

消費生活消費生活消費生活

横断質横断質相談室 です

まちの駅まちの駅まちの駅

イベントイベントイベント 6月
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ファミリー ・ サポート ・ センターが
移転しました！

　栗山町ファミリー・サポート・センターとは、お子さんを預かって欲しい
方とお子さんを預かることができる方を調整・支援し子育てしやすい環境づ
くりのお手伝いをするところで、今年 4 月にうららくりやま駅前から「旧ロッ
ジ栗の木」の２階に移転しました。
　お子さんの預かりは自宅のほか、病院などの外出先や託児室でも可能で
す。詳細は下記のアドバイザーにご確認ください。
　また、子育てをお手伝いでき
る方（提供会員）の研修を年 2
回開催しています。今年 1 回目
を 6 月 26 日㈫から実施します
ので、詳しくは折り込みチラシ
をご覧ください。

区　　　分 年　　　齢
受付 月～金曜日
受付時間   9：00 ～ 16：00
キャンセル・緊急 16：00 ～ 21：00
料金（平日）　7：00 ～ 19：00 １人につき 1 時間 600 円

平日の上記時間外
土・日曜　祝日および年末年始 １人につき 1 時間 700 円

　

栗山公園栗山公園栗山公園

だよりだよりだよりVol.123

「青空ぬりえ広場」

太陽の下でぬりえを楽しんでみませんか？
動物のイラストが描かれたぬりえは全部で 10 種類！
好きなぬりえを選んで自由に塗ってくださいネッ♪
完成したぬりえはプレゼントします！
お子さんから大人の方まで皆さんでどうぞご参加ください。

【期　間】　6 月 1 日㈮～ 30 日㈯

【問い合わせ】
  栗山公園案内所　☎ 72-0706
  指定管理者　たかはしダリア

最新情報を簡単アクセス
URL
http://t-daria.com/parktop

※ QR コードは「株式会社デンソーウェーブ」の登録商標です。

【場　所】　なかよし動物園
【時　間】　10：00 ～ 16：00

※天候不良の場合は中止する
ことがあります。

※クレヨン・色えんぴつの貸
出しもしています。

至　栗山駅

たかはし
ダリア

セイコー
マート

梶医院

　  栗山町ファミリー
　  サポートセンター

（旧ロッジ栗の木 2 階）

駐車場

【利用料金表】

児童手当現況届の提出を！
　児童手当の受給者は毎年 6 月中に現況届を提出する必
要があります。
◇該当者には現況届の用紙が送付されます。
◇現況届が提出されない場合、6 月分以降の手当が受けら
　れません。

【提 出 期 限】　6 月 29 日㈮
【問い合わせ】　町保健福祉課福祉・子育てグループ　　

　　　　　　　☎ 73-2222

町ファミリー・サポート・センター
アドバイザー　羽鳥　弥香

【場 所】中央 2 丁目 345-1
【問い合わせ】☎ 090（6695）6084



　

６
月
1
日
よ
り
ク
ー
ル
ビ
ズ

　
　

町
職
員
が
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
や

　

半
袖
シ
ャ
ツ
な
ど
の
過
ご
し
や
す

い
服
装
で
勤
務
す
る
軽
装
励
行

を
実
施
し
ま
す
。

◆
励
行
期
間

　

6
月
1
日
㈮
～
9
月
30
日
㈰

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
1
1
1
1

　　

6
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問
題
啓

発
月
間
」
で
す
！

　
　

外
国
人
は「
ル
ー
ル
を
守
っ
て
」

適
正
に
雇
用
し
ま
し
ょ
う
。

①
雇
い
入
れ
る
前
に
、
就
労
が
認
め

ら
れ
る
か
在
留
資
格
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

②
外
国
人
の
雇
い
入
れ
と
離
職
は
、

必
ず
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

③
社
会
保
険
な
ど
の
加
入
を
は
じ
め

適
正
な
雇
用
管
理
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
夕
張

　

☎
０
１
２
３
（
５
２
）
４
４
１
１

　

岩
見
沢
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
１
２
６
（
２
２
）
４
４
９
０
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勤
労
者
福
祉
資
金
（
北
海
道
融
資

制
度
）
の
ご
案
内

　
　

北
海
道
で
は
、
金
融
機
関
の
窓

口
を
通
し
て
、
中
小
企
業
に
お
勤

め
の
方
、
非
正
規
労
働
者
の
方
、

季
節
労
働
者
の
方
、
倒
産
、
リ
ス

ト
ラ
な
ど
事
業
主
の
都
合
に
よ

り
離
職
し
た
方
々
に
、
医
療
、
教

育
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
生
活
資
金

を
融
資
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
者

○
中
小
企
業
に
勤
務
す
る
方

○
非
正
規
労
働
者
の
方

○
２
年
間
で
通
算
12
カ
月
以
上
勤
務

し
て
い
る
季
節
労
働
者
の
方
（
雇

用
保
険
特
例
受
給
資
格
者
）

○
企
業
倒
産
な
ど
事
業
主
の
都
合
に

よ
り
離
職
し
た
方
（
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
な
ど
）

◆
資
金
の
使
途

　

医
療
資
金
、
災
害
資
金
、
教
育
資

金
（
本
人
お
よ
び
子
弟
の
教
育
訓

練
に
要
す
る
経
費
を
含
む
）、
冠

婚
葬
祭
資
金
、
一
般
生
活
費
な
ど

◆
融
資
限
度
額
・
融
資
期
間

○
中
小
企
業
に
勤
務
す
る
方
、
非
正

規
労
働
者
、
季
節
労
働
者

　
１
２
０
万
円
以
内
、
８
年
以
内

○
離
職
者
の
方

　
１
０
０
万
円
以
内
、
５
年
以
内

◆
融
資
の
利
率

○
中
小
企
業
に
勤
務
す
る
方
、
非
正

規
労
働
者
の
方

　

年
１
・６
０
％

○
季
節
労
働
者
、
離
職
者
の
方

　

年
０
・６
０
％

◆
問
い
合
わ
せ

・
取
扱
金
融
機
関
（
北
海
道
銀
行
、

北
洋
銀
行
、
北
海
道
労
働
金
庫
、

各
信
用
金
庫
、
各
信
用
組
合
）
の

本
店
・
支
店

・
北
海
道
経
済
部
地
域
経
済
局
中
小

企
業
課

　

☎
０
１
１
（
2
0
4
）
５
３
4
6

・
空
知
総
合
振
興
局
商
工
労
働
観

光
課

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
０
６
１

　　
第
12
回
初
夏
祭
の
ん
の
さ
ん
の
縁
日

◆
日　
　

時

　

6
月
23
日
㈯

　

午
後
１
時
～
８
時

　

6
月
24
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
半

◆
場　
　

所　
　

　

大
聖
寺
境
内
（
継
立
5
番
地
1
）

※
雨
天
の
場
合
は
本
堂
で
行
い
ま
す
。

◆
内　
　

容

・
ピ
エ
ロ
の
ぐ
っ
ち
、
キ
リ
ガ
ミ
ス

ト
千
陽
、
ト
イ
シ
ア
タ
ー
、
お
え

か
き
っ
こ 

み
ゆ

・
「
る
み
る
み
」
も
の
ま
ね
ラ
イ
ブ

く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た

お
く
や
み

・
太
鼓
よ
さ
こ
い
な
ど
の
郷
土
芸
能

・
ス
テ
ー
ジ
ゲ
ー
ム
（
景
品
あ
り
）、

豪
華
景
品
が
当
た
る
大
抽
選
会

・
初
日
の
締
め
に
バ
ン
ド
ラ
イ
ブ

・
２
日
目
の
午
前
10
時
半
か
ら
も
バ

ン
ド
ラ
イ
ブ

◆
問
い
合
わ
せ

　

大
聖
寺　
　

　

☎
�
２
１
０
８

　

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

　
　

平
成
31
年
10
月
1
日
の
消
費
税

率
引
き
上
げ
に
併
せ
て
実
施
さ

れ
る
軽
減
税
率
制
度
の
説
明
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
無
料

で
す
。

◆
日　
　

程

こんなときには…

　日本に住む 20 歳以上 60 歳未満の全ての方は、国民年金への加
入が法律で義務付けられています。届け出は加入するときだけで
なく、被保険者種別が変わったときにも必要です。もし届け出さ
れなかった場合、年金額が少なくなったり、受け取ることができ
なかったりする場合もありますので、必ず届け出をしましょう。

届け出が必要なとき 異動の内容 持参するもの

20 歳になったとき
（厚生年金や共済年金加入者を除く）

第１号被保険者 ・印鑑
（本人自署の場合は不要）

退職したとき
（厚生年金を喪失した場合）

第２号被保険者から第１号
被保険者（第３号被保険者
に該当する場合を除く）

・印鑑
（本人自署の場合は不要）
・年金手帳

配偶者に扶養されていたが、配偶者
が退職したとき。または扶養から外
れたとき

第３号被保険者から第１号
被保険者

・印鑑
（本人自署の場合は不要）
・年金手帳

の届け出が必要です

【問い合わせ】
　町住民生活課住民・国保グループ
　☎ 73-7509

国 民 年 金

【日　時】　6月 22 日㈮
　　　　　１８：００～２０：３０

【内　容】
①参加店またはまちの駅「栗夢プラザ」で参加
　券を購入
②規定の飲食をし参加券に押印
③規定時間内に 4 軒以上飲食してまわる
④ 20：30 に参加店の店頭で当選番号発表

【参加券】　1 枚 2,000 円
【主　催】　

　栗山町料飲店組合
【問い合わせ】

喫茶店 ツモロー　☎ 72-4600

くりやま食べて飲んでラリー～地産地消応援～

　栗山町料飲店組合では、はしご酒で多く
の飲食店を楽しんでもらおうと「くりやま
食べて飲んでラリー」を実施します。皆さ
んのご参加をお待ちしています。

第 9 回

水道メーターの交換
　ご家庭に設置された水道メーターは、そ
の精度を確保するために、8 年に一度新し
いメーターに交換する必要があります。（計
量法で規定）
　このことから、ご家庭の水道メーターの
交換作業を行います。交換の対象となるご
家庭には、町指定水道工事
業者から、「水道メーター交
換のお知らせ」が届きます
ので、交換作業へのご協力
をお願いします。（一時的に
水を停止）
　なお、取り換えの費用は
無料です。

【問い合わせ】
町建設水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

みんなの

水 道

催

し

　
６
月
20
日
㈬

◆
時　
　

間

①
午
後
４
時
～

②
午
後
６
時
～

◆
場　
　

所

　

由
仁
町
商
工
会

　
（
由
仁
町
中
央
27
）

◆
講　
　

師

　

岩
見
沢
税
務
署
担
当
官

◆
対　
　

象

　

個
人
事
業
主
の
方

◆
申
込
先

　

由
仁
町
商
工
会

　

☎
０
１
２
３
（
８
３
）
２
１
３
６

◆
問
い
合
わ
せ

　

岩
見
沢
税
務
署

　

☎
０
１
２
６
（
２
２
）
０
８
１
０

【日　時】　6 月 9 日㈯   14：00 ～
【場　所】　栗夢広場（旧栗山小学校グラウンド）

　　　　　　「備えあれば憂いなし」
栗山消防団春季連合消防演習

見学自由

く

ら

し

6
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
June

コンビニ納付が
できます！

町税納期限

7 月  2 日（月）

納税は便利な口座振替をご利用ください

町道民税　　　①期

納 税 に 関 す る 相 談町税務課課税グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 5 町税務課収納グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 6課税内容に関する問い合わせ



※
そ
の
他
、各
地
で
実
施
し
ま
す
が
、

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
し
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
受
講
申
請
書
お
よ
び
受
付
期
間

・
受
講
申
請
書

　
受
講
希
望
日
の
10
日
前
ま
で
に
提
出

・
受
付
時
間

　

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安

全
課

　

☎
�
０
１
５
０

　

臨
時
女
子
職
員
募
集

◆
勤
務
場
所

　

栗
山
地
区
交
通
安
全
協
会
（
栗
山

警
察
署
内
）

◆
募
集
人
員

　

事
務
臨
時
職
員　
１
人

◆
採
用
期
間

　

平
成
30
年
８
月
～
平
成
35
年
３
月

◆
職
務
内
容

　

運
転
免
許
証
更
新
申
請
書
な
ど
に

係
る
窓
口
業
務

◆
応
募
資
格

　

高
校
卒
業
以
上
40
歳
未
満
の
女
性

◆
処

遇

・
勤
務
時
間　

平
日
二
交
代
制
（
土

日
祝
日
休
み
）

オレンジカフェを開催

　

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

◆
受
講
対
象
者

①
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て

い
る
危
険
物
取
扱
者
は
、
前
回
保

安
講
習
を
受
講
し
た
日
以
後
に
お

け
る
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
３
年

以
内
に
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
　

し
た
が
っ
て
、
本
年
度
は
平
成

28
年
３
月
31
日
以
前
に
受
講
さ
れ

た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

②
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て

い
な
か
っ
た
方
が
、
危
険
物
の
取

扱
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ

た
場
合
に
は
、
そ
の
従
事
す
る
こ

と
と
な
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内
に

受
講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③
②
に
該
当
す
る
方
で
、
従
事
す
る

こ
と
と
な
っ
た
日
の
過
去
２
年
以

内
に
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付

を
受
け
て
い
る
場
合
ま
た
は
講
習

を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
免
状
交

付
日
ま
た
は
そ
の
受
講
日
以
後
に

お
け
る
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
３

年
以
内
に
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

◆
講
習
日
時
お
よ
び
会
場

　

岩
見
沢
市　

　
６
月
14
日
㈭
・
15
日
㈮　
　

  　

　

午
前
８
時
半
～
午
後
１
時

　

午
後
１
時
～
５
時
半

・
時
給　
８
２
０
円

◆
応
募
方
法

　
６
月
22
日
㈮
ま
で
に
履
歴
書
を
郵

送
も
し
く
は
持
参

◆
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
地
区
交
通
安
全
協
会
（
栗
山

警
察
署
内
）

　

☎
�
７
０
２
２　

　

空
家
の
管
理
・
修
繕
が
対
応
可
能

な
事
業
者
の
募
集

　
　

空
家
の
草
刈
り
、
除
雪
、
建
物

修
繕
、
点
検
な
ど
の
対
応
が
可
能

な
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
町
外
に
住
ん
で
い
る
空
家
所

有
者
等
が
空
家
の
管
理
を
し
や
す

い
よ
う
に
、
事
業
者
リ
ス
ト
を
作

成
し
、
所
有
者
に
情
報
提
供
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
詳
し
く
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.

town.kuriyam
a.hokkaido.jp/

docs/2018042700022/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
す
る
項
目

　

草
刈
り
・
立
木
剪
定
・
害
虫
駆
除
・

ご
み
家
財
処
分
内
部
清
掃
・
郵
便

物
整
理
・
除
雪
・
排
雪
屋
根
の
雪

下
ろ
し
・
屋
根
修
理
・
外
壁
修
理

　

内
部
修
繕
・
建
物
解
体
・
建
物
外

部
点
検
建
物
内
部
点
検
・
不
動
産

仲
介
な
ど

◆
応
募
条
件

　

各
項
目
の
う
ち
１
つ
以
上
に
つ
い

て
過
去
に
請
負
実
績
が
あ
る
町
内

　

の
法
人
ま
た
は
個
人
事
業
者

◆
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
記
入
後
、
左
記
へ
提
出

◆
応
募
締
切

　
６
月
29
日
㈮
ま
で

◆
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
建
設
水
道
課
技
術
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
３

　

第
43
回
く
り
や
ま
夏
ま
つ
り
カ
ラ

オ
ケ
発
表
会
出
場
者
募
集

◆
日

時　

・
７
月
22
日
㈰

　

午
後
２
時
半
～
４
時

※
他
の
行
事
と
の
時
間
調
整
な
ど
に

よ
り
、
時
間
帯
が
変
更
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

◆
場

所

　

栗
山
駅
前
広
場
特
設
ス
テ
ー
ジ

◆
音
響
機
器

　

通
信
カ
ラ
オ
ケ
「
ジ
ョ
イ
サ
ウ
ン

ド
Ｆ
１
」

※
Ｃ
Ｄ
、
Ｍ
Ｄ
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

の
持
ち
込
み
が
可
能
で
す
。

◆
参
加
資
格

　

町
内
外
問
わ
ず

◆
定　
　

員

　

20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

※
歌
う
順
番
は
当
実
行
委
員
会
で
決

定
し
、
後
日
参
加
さ
れ
る
方
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
申
込
期
限

　
６
月
20
日
㈬
ま
で

※
実
行
委
員
会
に
用
意
し
て
い
る
申

込
書
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
後
の
取
り
消
し
は
ご
遠

慮
願
い
ま
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

く
り
や
ま
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

事
務
局　

牧
野
・
木
藤
（
栗
山
商

工
会
議
所
内
）

　

☎
�
１
２
７
８

　

℻
�
４
０
０
１

　
無
料
法
律
相
談

◆
日

時

　
６
月
15
日
㈮
、
29
日
㈮

　

午
後
１
時
～
４
時

◆
場

所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

　

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ

る
30
分
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　

無
料
（
定
員
６
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
１
３
２
２

16,888,000 円
平成 30 年度栗山町ふるさと応援寄附金
4/1 ～ 4/30 の総数

1,297 件

ご厚意ありがとうございます。

【問い合わせ】町経営企画課地域政策グループ
　　　　　　  ☎ 73-7502

講

習

　

町
へ

【
物　

品
】

◇
歩
道
ベ
ン
チ
「
一
休
さ
ん
」
５
基

　
栗
山
町
技
能
協
会（
山
﨑
信
治
会
長
）

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
物　

品
】

◇
蛯
名
と
み
子
さ
ん
（
中
央
４
）

　

く
り
の
さ
と
へ

【
金
一
封
】

◇
梅
基
栄
美
子
さ
ん
（
中
央
４
）

◇
坂
井
真
由
美
さ
ん
（
共
和
）

◇
村
中　

敏
子
さ
ん
（
長
沼
町
）

【
慰

問
】

◇
ビ
ハ
ー
ラ
く
り
や
ま

◇
月
見
草
の
会

　

泉
徳
苑
・
一
草
庵
へ

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
太
田　

欣
仁
さ
ん
（
松
風
２
）

◇
ケ
ー
ナ
の
会

【
寄　

附
】

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品

◇
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン

◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花
薬
局

6
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
June

く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た

お
く
や
み

ご

厚

意

相

談

募

集

北
川　

姫ひ
な菜

4/11
　
　
　
　
　

松
風
４

萩
山　

教
き
ょ
う
じ
ゅ
ん
諄
4/27
　
　
　
　
　

角　

田

藤
井　

ち
あ
５/2
　
　
　
　
　

錦　
２

山
﨑　

嵐ら
い

斗と

５/９
　
　
　
　
　

中
央
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

貴

一

瑞

紀

教

秀

抄

子

浩

貴
愛

昌

隆

暖

美

　
氏　
名　

 
月 
日　  
父
母
名   　
住
所

三
上　

陽は
る
斗と

4/11
　
　
　
　
　

松
風
２

修

弘

百

恵

【
４
月
16
日
～
５
月
15
日
届
出
分
】

お
め
で
た

【
４
月
16
日
～
５
月
15
日
届
出
分
】

　
氏　
名　

 

齢  

月  

日           

世
帯
主   

住
所

小
松　

正
七 

73 

4/1９ 

本
人 

継　

立

髙
宮　

す
み 

84 

4/20 

本
人 

朝
日
3

德
田　

好
雄 

87 

4/23 

本
人 

杵　

臼

谷
内
て
る
子 

83 

4/24 

本
人 

角　

田

竹
中　

數
夫 

92 

4/30 

本
人 

鳩　

山

水
内
智
惠
子 

74 

５/2 

本
人 

松
風
3

前
田　

裕
子 

73 

５/2 

本
人 

中
央
３

長
嶋　

忠
男 

76 

５/2 

本
人 

角　

田

髙
瀨　
　

操 

77 

５/６ 

孝
之 

中
央
4

中
野　

一
雄 

89 

５/7 

万
千
子 

錦　

4

坂
井　

孫
和 

90 

５/7 

本
人 

共　

和

大
野　

経
子 

87 

５/1５ 

要
𠮷 

継　

立　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
く
や
み

　「認知症」は特別なものではなく、誰にでも起
こる可能性があります。オレンジカフェは介護に
不安がある方や地域の方が気軽に集い、抱えてい
る悩みを相談できる「憩いの場」です。どなたで
も参加可能ですので、お気軽にお越しください。
　６月のテーマは「車の運転と認知症～高齢者の
交通事故と運転免許証の自主返納～」です。最近
の交通事故では「運転と認知症」の関係が大きな
話題となっています。高速道路の逆走やアクセル
とブレーキの誤操作、自転車による事故などにつ
いて、栗山警察署のお巡りさんが講話を行います。
　また、ご希望の方には自主返納の相談もできま
すので、ぜひご参加ください。

【 日 時 】
　6 月 20 日㈬　13：30 ～ 15：00

【場所・問い合わせ】
　ガーデンハウスくりやま   ☎ 72-2600
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ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
地
区

カ
エ
ル
・
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の

卵
塊
調
査

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
地
区
で
、
エ
ゾ

ア
カ
ガ
エ
ル
と
エ
ゾ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
の
卵ら

ん
か
い塊

調
査
（
卵
の
個
数
の
調

査
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ハ
サ
ン
ベ
ツ

里
山
計
画
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
調
査
員
約
20
人
が
参

加
し
、
エ
ゾ
ア
カ
ガ
エ
ル
の
卵
３
９
０

塊
と
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
卵
３
７
７
塊

を
確
認
し
ま
し
た
。
卵
塊
を
手
に
取
っ

た
岡
本
悠
作
さ
ん
は
「
柔
ら
か
く
弾
力

が
あ
っ
て
不
思
議
な
感
触
。
数
も
確
認

で
き
て
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。　
（
４
月
22
日)

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
発
着
点
に
、

町
内
を
巡
る
約
3.5
㎞
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

を
行
い
ま
す
。
栗
山
を
テ
ー
マ
に
し
た

ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
を
ク
リ
ア
し
な
が

ら
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。

◆
日　
時

　

６
月
17
日
㈰　

　

午
前
８
時
45
分
～
正
午

◆
場　
所　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対　
象　
町
内
の
小
・
中
学
生

※
小
学
３
年
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴　

　

と
な
り
ま
す
。

◆
服
装
・
準
備　

　

歩
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴
、
帽
子
、　

　

汗
拭
き
タ
オ
ル
・
水
筒
な
ど

◆
参
加
料　
無
料

◆
申
込
方
法　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の

申
込
書
に
参
加
者
の
氏
名
、
学
年
、

住
所
な
ど
必
要
事
項
を
記
入
し
、
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」
ま
た
は
、各
小
・

中
学
校
の
担
任
に
提
出

※
２
～
６
人
の
グ
ル
ー
プ
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限　
６
月
8
日
㈮

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

町
教
育
委
員
会

　

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

栗
山
ダ
ム
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
オ
ー
プ
ン

立
派
な
コ
ー
ス
を
楽
し
む

愛
好
家
た
ち

栗
山
ダ
ム
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
が
オ
ー

プ
ン
し
、
こ
の
日
を
待
ち
わ
び

て
い
た
愛
好
家
が
久
し
ぶ
り
に
ボ
ー
ル

の
感
触
を
楽
し
み
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン

初
日
は
絶
好
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
日
和
と

あ
っ
て
コ
ー
ス
は
大
に
ぎ
わ
い
。
80
代

の
男
性
は
「
立
派
な
コ
ー
ス
で
最
高
の

ゴ
ル
フ
日
和
。
久
し
ぶ
り
の
シ
ョ
ッ
ト

で
し
た
が
、感
触
は
と
て
も
良
か
っ
た
。

仲
間
づ
く
り
に
も
最
適
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。　
　
　
　
（
４
月
22
日
）

～
姉
妹
都
市
勤
労
青
年
国
内
研
修
～

◆
研
修
先

　

宮
城
県
角
田
市

◆
月　
　
日

　

11
月
下
旬
（
予
定
）

◆
募
集
対
象

　

20
～
40
歳
程
度
の
町
民（
勤
労
青
年
）

◆
募
集
人
数　
６
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
教
育
委
員
会　

　

で
選
考
し
ま
す
。

◆
負
担
金　
２
万
円

◆
申
込
期
限　
６
月
20
日
㈬

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

町
教
育
委
員
会　

　

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

   

☎
�
１
１
１
７

札
幌
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
㈱

栗
小
の
駐
車
場
ラ
イ
ン
補
修

札
幌
の
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
株
式
会
社

に
よ
る
地
域
貢
献
事
業
と
し
て
、

栗
山
小
学
校
駐
車
場
の
区
画
線
補
修
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
社
の
社
員
に
よ

り
、
２
台
の
ハ
ン
ド
マ
ー
カ
ー
で
長
さ

約
５
メ
ー
ト
ル
の
白
線
を
約
20
台
分
引

き
、
そ
の
う
ち
障
が
い
者
向
け
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
も
１
台
用
意
す
る
な
ど
約
２

時
間
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
社
工

事
部
主
任
の
弓
山
裕
由
さ
ん
は
「
学
校

を
訪
れ
る
方
に
気
持
ち
よ
く
駐
車
し
て

も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。　
　
　
　
（
５
月
10
日
）

「                     」

第 25回くりやま

角
小
・
継
小
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

共
立
道
路
㈱
と
栗
山
建
設
協
会

共
立
道
路
株
式
会
社
が
角
田
小
学

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
行

い
ま
し
た
。
同
社
の
大
井
川
幹
昌
取

締
役
は
「
き
れ
い
に
な
っ
た
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
運
動
会
の
練
習
に
励
ん
で
ほ

し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
５
月
10
日
）

　

ま
た
、
栗
山
建
設
協
会
加
盟
事
業
所

15
社
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
継
立
小
学

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
を
行
い
ま
し

た
。
近
藤
弘
降
校
長
は
「
地
域
に
支
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
、
う
れ
し
く

思
い
ま
す
」
と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
５
月
15
日
）

加
者

参

募
集
！

　

町
内
在
住
の
勤
労
青
年
を
対
象
に
、

姉
妹
都
市
の
宮
城
県
角
田
市
を
訪
問

し
、
視
察
・
交
流
を
通
し
て
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
活
か
す
こ
と
や
、

地
域
活
動
の
指
導
者
を
養
成
す
る
こ
と

を
目
的
に
研
修
を
行
い
ま
す
。
町
内
各

種
団
体
で
活
動
さ
れ
て
い
る
方
の
、
お

申
し
込
み
を
待
ち
し
て
い
ま
す
。

前回の視察の様子（左・角田市郷土資料館　右・スペースタワーコスモハウス）

ウォークラリー
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親
学
セ
ミ
ナ
ー

◆
日　
時　
６
月
16
日
㈯

　

午
後
６
時
～
７
時

◆
場　
所　

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内　
容

望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
確
立
と
正
し　

い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
い
方

◆
対　
象　

　

興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

◆
受
講
料　
無
料

◆
定　
員　
30
人

◆
講　
師　

　

空
知
教
育
局
教
育
支
援
課
職
員

◆
申
込
期
限　
6
月
13
日
㈬

  

い
き
い
き
ス
ク
ー
ル    

防
災
教
室 

◆
日　
時　
６
月
27
日
㈬　

　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

◆
場　
所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
内　
容

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム(

Ｄ
ｏ
は
ぐ)　

な
ど
を
行
い
ま
す

◆
対　
象

　

興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

◆
受
講
料　
無
料

◆
日　
時

　
７
月
29
日
㈰

　

午
後
１
時
～
２
時
半

◆
場　
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
対　
象　

　

興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

◆
受
講
料　
無
料

◆
定　
員　
60
人

◆
講　
師

　
東
洋
大
学　

理
工
学
部
教
授　

　

加
藤　

和
則
さ
ん

◆
申
込
期
限　
７
月
20
日
㈮

　

町
教
育
委
員
会

　

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

◆
定　
員　
１
０
０
人

◆
講　
師

　
町
総
務
課
防
災
担
当
職
員

◆
申
込
期
限　
６
月
13
日
㈬

「
暑
さ
に
負
け
な
い
体
づ
く
り
」

  

講
座

ちょっと趣味を広げてみたい！！

そんな方のための講座を開きます。
楽しく体験 !!

町民ふれあい講座

楽しく体験 !!

町民ふれあい講座

楽しく体験 !!

町民ふれあい講座

　
針
と
糸
で
縫
う
よ
う
に
作
る
ビ
ー
ズ

ス
テ
ッ
チ
の
技
法
で
、
パ
ー
ル
な
ど
を

使
っ
て
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
作
り
ま
す
。

◆
日　
時　
６
月
29
日
㈮ 　

　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

◆
場　
所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
受
講
料　
１
５
０
０
円

◆
持
ち
物　
糸
切
り
は
さ
み

◆
定　
員　
10
人

◆
講　
師　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　

樋
口　

久
子
さ
ん

　　

血
液
サ
ラ
サ
ラ
、
中
性
脂
肪
を
減
ら

す
成
分
を
含
む
サ
バ
の
缶
詰
を
使
っ
て
、

お
も
て
な
し
料
理
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

◆
日　
時　
６
月
28
日
㈭ 　

　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場　
所　
南
部
公
民
館

◆
受
講
料　
８
０
０
円

◆
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手　

　
　
　
　
　

拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

◆
定　
員　
20
人

◆
講　
師　
岩
見
沢
友
の
会

　

塚
原　

和
子
さ
ん

　

須
田
理
恵
子
さ
ん

　
潤
い
を
保
ち
な
が
ら
汚
れ
だ
け
を
取

り
除
く
、
お
肌
に
や
さ
し
い
せ
っ
け
ん

を
手
づ
く
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日　
時　
６
月
27
日
㈬ 　

　

午
後
１
時
半
～
3
時
半

◆
場　
所　

　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◆
受
講
料　
２
７
０
０
円

◆
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ゴ
ム
手
袋
、

マ
ス
ク
、
作
品
持
ち
帰
り
袋

◆
定　
員　
10
人

◆
講　
師　
菊
地　

友
美
さ
ん

【申込期限】6 月 22 日㈮
【申込先・問い合わせ】　

　カルチャープラザ「Eki」　☎ 73-3333

　

自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
か
ら
身
近

な
犯
罪
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
、
事
件
・

事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
お
話
と
不
審

者
対
応
を
実
践
し
ま
す
。

◆
日　
時　
７
月
４
日
㈬　

　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

◆
場　
所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
受
講
料　
無
料

◆
持
ち
物　
な
し

◆
定　
員　
30
人

◆
講　
師　

　

栗
山
警
察
署
職
員

「
サ
バ
缶
を
使
っ
て

  

お
も
て
な
し
料
理
」
講
座

「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
オ
イ
ル
ソ
ー
プ
」
講
座

「
ビ
ー
ズ
ジ
ュ
エ
リ
ー
」
講
座

「
暮
ら
し
に
役
立
つ
防
犯
」
講
座

　
　農村環境改善センターのテニスコー
トを無料開放します。お気軽にご利用く
ださい。

【期　間】6 月 8 日㈮～ 17 日㈰
※月曜日は休館日のため除きます

【時　間】9：00 ～ 19：00
【申込先・問い合わせ】

　農村環境改善センター
　☎ 72-6040

テニスコート無料開放テニスコート無料開放 特別展
泉麟太郎と栗山の
古写真展 開催中！

【問い合わせ】
町開拓記念館
☎ 72-6035

◆
期　
間

　

６
月
30
日
㈯
ま
で

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
月
曜
休
館
）

◆
場　
所　
開
拓
記
念
館

◆
入
館
料　
小
・
中
学
生
50
円

　
（
町
内
の
小
・
中
学
生
は
無
料
）

　

高
校
生
・
一
般
１
０
０
円

こ
ち
ら
の
掲
載
情
報
全
て
の

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

５
月
20
日
「
第
48
回
く
り
や
ま
歩
け

あ
る
け
運
動
」
に
母
と
僕
た
ち
兄
弟
で

参
加
し
ま
し
た
。
朝
に
栗
山
公
園
に
集

合
し
、
準
備
運
動
を
し
て
ス
タ
ー
ト
。

最
初
の
フ
ァ
ー
ブ
ル
の
森
に
進
む
坂
道

が
と
て
も
疲
れ
た
け
ど
、
一
生
懸
命
歩

き
ま
し
た
。
中
間
地
点
の
休
憩
所
で

は
、
Ｂ
☆
Ｂ
に
会
え
て
、
帽
子
に
サ
イ

ン
も
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
後

の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
で
は
Ｂ
☆
Ｂ
に
勝

て
て
、
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
も
ら
え
て
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
Ｂ
☆
Ｂ
、

栗
山
監
督
は
も
ち
ろ
ん
、
特
に
西
川

遥は
る
き輝

選
手
、
大
田
泰た

い
し示

選
手
が
大
好
き

で
、
よ
く
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
応
援
に
札

幌
ド
ー
ム
へ
行
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
参
加
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

継
立
小
学
校　

４
年　

高
橋　

亜あ
さ
と聡

　
　
　
　
　
　
　

２
年　

高
橋　

冬と
う
ま真

栗
っ
子
だ
よ
り　

№
５

輝
け
く
り
や
ま

町民講座は
どなたでも気軽に
ご参加できます！　　　   

昨年行われた町民講座 「絵てがみ教室」 の様子
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ふ
る
さ
と然

教
育
通

自

信

◆
日　
時　
６
月
10
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

◆
内　
容 　

沢
の
土
砂
流
出
を
防
ぐ
ダ
ム
作
り
、　

水
辺
の
植
物
の
苗
の
手
入
れ

◆
対　
象　
町
民

※
小
学
３
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴

で
す
。

◆
持
ち
物

汚
れ
て
も
い
い
服
装
、長
靴
、軍
手
、　

帽
子
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

◆
場　
所　

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン
タ
ー

◆
問
い
合
わ
せ　

　

雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ

　

環
境
ハ
ウ
ス　

　

☎
・
℻
�
１
６
９
６　

　　

本
講
座
で
は
、
技
術
的
な
講
習
に
と

ど
ま
ら
ず
、
川
の
成
り
立
ち
や
機
能
・

川
の
生
き
も
の
な
ど
を
学
び
、
川
を
深

く
理
解
し
た
指
導
者
育
成
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

◆
日　
時   

6
月
23
日
㈯
～
24
日
㈰

　

午
前
９
時
半
～
午
後
５
時

◆
場　
所　

　

雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ

環
境
ハ
ウ
ス  

◆
対　
象

子
ど
も
の
環
境
教
育
に
関
心
が
あ

り
、
18
歳
以
上
の
方

◆
参
加
費　
３
０
０
０
円

　
（
資
料
、
保
険
料
を
含
む
）

◆
講　
師　
流
域
生
態
研
究
所　

　

所
長　

妹
尾　

優
二
さ
ん

　

株
式
会
社
ハ
ブ　

坂
本　

貴
昭
さ
ん

◆
持
ち
物

着
替
え
、
濡
れ
て
も
よ
い
服
装
、
タ　

オ
ル
、活
動
用
の
靴（
運
動
靴
推
奨
・　

サ
ン
ダ
ル
な
ど
は
不
可
）、
着
替
え
、

　

替
え
の
靴
、
昼
食

◆
定　
員　
20
人

◆
申
込
期
限　
６
月
23
日
㈯

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ

　

環
境
ハ
ウ
ス　

　

☎
・
℻
�
１
６
９
６

毎
月
第
２
日
曜
日
は

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
の
作
業
日

町民皆さんのご参加を
お待ちしています！

VOL.14

◆
期　
間　
６
月
20
日
㈬
～
27
日
㈬

※
チ
ー
ム
数
に
よ
り
期
間
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
場　
所　
町
民
球
場
、
運
動
公
園

◆
対　
象　
20
歳
以
上
の
町
民

※
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
以
外
の
学
生

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

　

町
内
会
・
自
治
会
単
位
（
20
人
以
内
）

※
複
数
の
町
内
会
・
自
治
会
で
編
成
可

能
で
す
。

◆
申
込
期
限　
６
月
11
日
㈪

◆
申
込
方
法　
申
込
用
紙
を
ス
ポ
ー
ツ　

　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
宛
に
送
付

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
６
１
６
１

　

℻
�
７
８
５
６

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
初
心
者
の
方
を
対
象
に

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
が
苦

手
な
方
や
家
族
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

◆
日　
時　
（
雨
天
中
止
）

　

６
月
8
日
㈮
、
22
日
㈮

　

７
月
13
日
㈮
、
27
日
㈮

　

午
後
１
時
15
分
～
３
時
半

◆
場　
所

　
御
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

◆
対　
象　
町
民

◆
参
加
料　
無
料　

◆
申
込
方
法　
現
地
に
て
受
け
付
け

【
問
い
合
わ
せ
】

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎
�
３
２
０
０

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
初
心
者
講
習
会

第
58
回
全
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

水
泳
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

◆
期　
間　

　

６
月
16
日
㈯
～
９
月
17
日
㈷

◆
時　
間 

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

※
栗
山
プ
ー
ル
の
み
７
月
、
８
月
は
午

後
８
時
ま
で
で
す
。

※
気
温
・
水
温
に
よ
っ
て
は
開
設
時
間

が
変
更
・
閉
鎖
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

栗
山
水
泳
プ
ー
ル　

☎
�
０
９
９
６

　

角
田
水
泳
プ
ー
ル　

☎
�
７
０
８
８

　

継
立
水
泳
プ
ー
ル　

☎
�
３
３
６
８

◆
日　
時　
６
月
６
日
㈬

　

午
後
３
時
～

　
（
終
演
時
間
未
定
、
途
中
入
退
場
可
）

◆
場　
所　
カ
フ
ェ
ふ
あ
り

　
（
中
央
２
丁
目
73
ー
５
）

◆
そ
の
他

１
０
０
０
円
以
上
の
募
金
、
ド
リ
ン

ク
な
ど
の
注
文
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
カ
フ
ェ
ふ
あ
り

　

☎
�
０
１
０
２

　
◆
日　
時　
６
月
９
日
㈯　

　

午
前
11
時
～
正
午

◆
場　
所　
図
書
館

◆
対　
象　
幼
児
～
小
学
校
低
学
年

◆
入
場
料　
無
料

◆
内　
容　

ジ
ャ
ン
ボ
紙
芝
居
「
み
に
く
い
あ
ひ

る
の
子
」、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
「
お
れ
・

だ
れ
？
」
な
ど
楽
し
い
お
は
な
し
が

い
っ
ぱ
い
！

【
問
い
合
わ
せ
】

　

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
栗
の
子
」

　

☎
�
１
６
４
８

夕
張
川
・
川
の
指
導
者
養
成
講
座

【問い合わせ】図書館　☎ 72-6055

郷土資料寄贈のお願い
　栗山に関する資料や栗山にゆかりのある人物
の著作を「郷土資料」として、後世まで伝えら
れるよう大切に収集・保管しています。ご寄贈
いただける資料がございましたら、ぜひご協力
ください。
　詳しくは折り込みされている栗山町図書館だ
より「ヤム・ニ・ウシ」をご覧ください。

「継立ミニブックリサイクル市」開催中！
　小説や雑誌、絵本など、図書館で不用になっ
た本を無料でお譲りします。

【期　間】6 月 9 日㈯まで
　　　　 13：00 ～ 17：00（図書室開館中）

【場　所】継立図書室（南部公民館 2 階）
【冊　数】  1 人 20 点まで

※持ち帰るための箱や袋をお持ちください。

絵本リスト「はじめましてえほん」発行
　乳幼児を対象としたオススメの絵本 70 冊を
紹介しているリスト「はじめましてえほん」を
作成しました。100 冊限定で、ご希望の方に先
着順でお渡しします（無料）。ご希望の方は受
付で必要事項をご記入ください。

【受付場所】図書館、角田・継立図書室、
　　　　　  移動図書館くりくり号

新しいＤＶＤ購入しました！
・「母と暮らせば」大人向け邦画
・「ハドソン川の奇跡」大人向け邦画
　このほか 16 点購入しています。どうぞご利

用ください。
※館内でのみ視聴可能です。

土
田
英
順

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
チ
ェ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
し
ま
す
！
こ
ど
も
読
書
ま
つ
り



B ☆ B が登場
　自然豊かなコースでウォーキングを楽しもうと、

「第 48 回くりやま歩けあるけ運動」が行われました。
今年は町内外の 3 歳から 83 歳まで約 160 人が参加。
さらに、「北海道 150 年事業」のパートナー企業で
ある株式会社北海道日本ハムファイターズの「北海
道 179 市町村応援大使」対象市町村との協働事業と
して、同球団マスコットの B ☆ B も登場しました。
　この日、栗山英樹監督、今年 1 年間本町の応援
大使を務める宮西尚

な お き
生選手、淺間大

だ い き
基選手から応援

メッセージが送られた後、準備運動をして出発。春
の自然を眺めながら栗山公園をスタートし、小林酒
造などを巡る約 4.2km のウォーキングコースを約 2
時間楽しみました。また、この事業は「くりやま健
康マイレージ」の対象で、対象者には 2 ポイントを
付与。最後に B ☆ B とのじゃんけんで勝利した参加
者 100 人にコラボ企画限定 T シャツがプレゼントさ
れました。 
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人のうごき
人口  11,955人  （ ＋32）

平成30年5月1日現在　（　）内は前月比　

男  5,565 人  （ ＋27）　女  6,390  人  （ ＋5） 世帯数  5,896  世帯  （ ＋28 ）

編
集
担
当
者
の

ひ
と
り
ご
と

▼
教
育
委
員
会
に
配
属
さ
れ
て
二
か

月
が
経
ち
ま
し
た
。
広
報
の
編
集
作

業
を
は
じ
め
、
上
司
の
方
々
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
初

め
て
な
こ
と
ば
か
り
で
、
戸
惑
い

な
が
ら
の
日
々
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
色
々
な
経
験
を
し
な
が
ら
、
先

日
栗
山
か
ら
天
国
へ
旅
立
っ
て
い
っ

た
祖
母
に
自
分
が
成
長
し
て
い
く
姿

を
い
つ
ま
で
も
見
守
っ
て
も
ら
え
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。（
伊
藤
）

▼
幼
虫
で
あ
る
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
は
エ

ゾ
エ
ノ
キ
の
葉
を
食
べ
て
羽
を
広
げ
て

い
く
時
期
を
迎
え
ま
す
が
、
特
集
記
事

を
担
当
し
た
３
年
目
の
私
は
ま
だ
子
ど

も
た
ち
か
ら
「
カ
メ
ラ
マ
ン
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
立
派

な
「
広
報
マ
ン
」
へ
と
進
化
す
る
た
め

に
も
、
ま
ち
の
皆
さ
ん
の
も
と
へ
こ
れ

ま
で
以
上
に
足
を
運
び
視
野
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
田
畑
）

▼
今
冬
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
成
田

真
由
美
さ
ん
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

成
田
さ
ん
は
、「
障
が
い
者
に
対
す

る
意
識
が
低
い
」
と
話
し
、「
障
が

い
者
の
気
持
ち
に
な
る
と
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
身
近
な

問
題
と
し
て
捉
え
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
て
い
ま
し
た
。
障
が
い
者
の
方
々

と
〝
共
に
生
き
る
〟
地
域
社
会
づ
く

り
の
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
杉
本
）
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